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巻首図版1 第111次凋査

1 外郭北門 (南から)

2 外郭北門市側阿 2D期柱 (南両から)



巻首図版2 第112次凋1f.

1 外郭Jヒ門と角材91J、絶状建物 (北から)

2 外郭北門から北西へ延びる角材列(南から)



巻首図版3 第112次調査

l 外郭北門北丙隅柱付近の角材列(東から)

2 角材列、櫓状建物と木道(束から)



巻首図版4 第112次調1t

I 櫓状建物(北から)

2 角材列、櫓状建物と木道(南から)



国指定史跡払田柵跡は、管理団体である{山北町による環境整備も順調

に進捗い遺跡を訪れる方々も年とともに増加していることは喜びに堪

えないところであります。

平成9年度の謂査は、第 5次 5年計画の 4年次にあたり、外郭北部区

画施設の調査を 3地区で実施しました。

第 111次調査は、外郭北門の再調査で、従来 2期とされていたこの内

が、他の 3門と同様に 4期にわたって造営されていることを確かめるこ

とができました。

第 112次調査は、平成 7年度から開始した外郭線区画施設の謂査の

環で、昨年に続き、外郭北門の西部において、角材列とそれに伴う櫓状

建物や溝、木道などを検出しました。これによって、外郭北門を中心と

する様相が明らかになるとともに、多くの木製品や絵馬、木筒、墨書土

器など貴重な資料が得られました。

本書は以上のような成果を収録したもので、古代城柵官街遺跡の研究

上、資するところが大きいと考えますので、ご活用いただければ幸いと

存じます。

最後に、調査ならびに本書作成にあたって御指導@御助言を賜りまし

た、文化庁、奈良国立文化財研究所、国立歴史民俗博物館、宮城県多賀

城跡調査研究所、秋田市教育委員会秋田域跡調査事務所に心から感謝申

し上げるとともに、史跡管理団体仙北町、同教育委員会、千畑町教育委

員会、ならびに土地所有者各位の御協力に対し、心から厚く御礼申し上

げます。

平成 10年 3月

秋田県教育庁払田楠跡調査事務所

所長吉缶詰耕



l 本書は秋田県教育庁払出柵跡調査事務所が平成9年度に実施した、第110次，._，112次調査の概要報告であ

る。本書の作成、編集は当事務所文化財主査児玉準が行った。

2 調査に当たり、調査研究の顧問である秋田県立博物館新野直吉館長、国立歴史民俗博物館情報資料研究

部長岡田茂弘教短から御指導いただいた。

3 木簡の釈読は、国立歴史民俗博物語歴史研究部平JI i南教授、秋田大学教育学部熊田亮介教授に依頼し、

平JlI南教授から玉稿をいただいた。文中の、兵庫県高砂市場開遺跡出土墨書土器の写真は、高砂市教育委

員会から提供を受けた。木簡の赤外線写真及び外形写真は児玉が撮影した。

4 第 110" 112次調査における外郭線角材の年輪年代j選定と、第 111次調査における外郭北内の柱の樹種

は、奈良国立文化財研究所埋蔵文化封センタ一光谷拓実発掘技術研究室長に依頼した。

5 実測~は国土調査法第X座標系を基準iこ作成した。実測図及び地形図中の方位は座標jとを示し、磁北は

これより N7030' OO"Wである。詳細はロム田橋跡調査事務所年報 1977Jを参照されたい。

凡例

1 土色の記載については、小Ll!正忠@竹原秀雄編著『新版標準土色Ip占 1989年版Jを参考にした0

2 遺構には下記の略記号を使用した。

SA 角材列、 SB 掘立柱建物跡、 SD 溝、 SK 土坑、 SX 木道@その他の遺構

3 櫓状建物跡の模式図には下記の記号を用いた。

柱掘形のみが検出されたもの O 

柱が検出されたもの

により検出されないもの

角材列

4 遺構 e遺物の挿図には、 日己のスクリーントーンを使用した。
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第 1章 はじめに

払田柵跡は秋田県仙北郡仙北町払田@千畑町本堂城間にある O 遺跡は雄物川の中流域に近く大曲市の東方

約6畑、横手盆地北側の仙北平野中央部に位置し、第三紀硬質泥岩からなる真山、長森の丘陵を中心として、

北側を川口JlI..矢島J11 (烏川)、南側を丸子JlI(鞠子J11)によって挟まれた低地に立地する O

1902ぺ(明治 35.. 36)年の千屋村坂本理一郎による溝渠開削の際や、 1906(明治 39)年頃から開始さ

れた高梨村耕地整理事業の擦に発見された埋もれ木が、地元の後藤宙外@藤井東ーらの努力によって歴史的

遺産と理解され、遺跡解明の糸口が関かれた。 1930(昭和 5)年 3月、後藤宙外が調査を実施し、さらに同

年 10月、文部省嘱託上回三平によって学術調査が行われて遺跡の輪郭が明らかにされた。この結果に基づ

き、 1931(昭和 6)年 3月初日付けで秋田県最初の国指定史跡となりミ 1988(昭和 63)年 6月 29日付け

で史跡の追加指定がなされて現在に至っている O 史跡指定面積は 894，600nfである。

1970年代になって、指定地域内外の開発計画が立案された。そこで秋田県教育委員会は地元仙北町と協

議の上、この重要遺跡、を保護するための基礎調査を実施してミ遺跡の実態を把握することを目的に、 1974

(昭和的〉年、現地に「秋田県払田椀跡調査事務所」を設置し、本格的な発揮調査を開始した。さいわい、

地元管理団{本{山北町および地域の人々の深い理解により、史跡指定地内は開発計画から除外された。

事務所は 1986(昭和 61)年4月、「秋田県教育庁払田柵跡調査事務所Jと改称し、現在は「払田柵跡調査

要項Jの第 5次 5年計画に基づいて計画的に発掘調査を実施している。

史跡は長森 e真山を閤む外柵と、長森を囲む外郭線からなる。外柵は東西 1.370問、南北 780mの長楕円

形で、延長 3，600m、外橋によって囲まれる遺跡の総面積は約 875，000nfである。外櫛は 1時期の造営で角

材列が一列に並び、東西南北に八脚門が開く。外郭は東西 765m、南北 320mの長楕円形で面積約 163，000

d、外郭線の延長は約1.760mで石塁、築地土塀、(東@西@南の山麓)と角材列が連なり、東西南北に八

翻門が開く。外郭線は全体に 4時期にわたる造営が認められる。なお、外柵@外郭は、従来それぞれを外郭

線@内郭と呼称していたが、これまでの調査成果を踏まえ、 1995(平成 7)年から呼び替えたものである。

長森丘陵中央部には政庁がある。政庁は板塀で区画され、正殿@東脇殿@西脇殿や付属建物群が配置され

ている。これらの政庁の建物には I，..，_， I1，拐の変遷があり、創建は 9世紀初頭、終末は 10I世紀後半である。

政庁の調査成果は報告書『払田櫛跡 1一政庁跡 J (昭和 60年 3月〉として公刊した。

出土品には、須恵器@土師器@灰粕陶器などのほか、斎串@曲物@挽物@鋤@模などの木製品、漆紙文書@

木簡 e墨書土器などの文字資料がある。本箆には「飽海郡少隊長解申請JI十火大線二石二斗八升J

年正月十日」などと記された文書⑨貢進用木簡があり、「別賞子弟JI秋藻」などの文字もある O 墨書十ー器に

は「機悔JI厨JI厨家JI官JI文JI小勝」などの文字がある。

管理団体{山北町は、 1979(昭和 54)年から保存管理計画による遺構保護整備地区の土地買い を

進めており、 1982(昭和 57)年からは調査成果に基づき、環境整備事業を実施している。さらに 1991(平

成 3)年からは「ふるさと歴史の広場」事業により、外柵南門や河川跡の復元整備、ガイダンス施設の設置

などを実施、平成 7年度からは fふれあいの史跡公園」事業により、政庁東方にある官街建物などの整備を

積極的に実施している O
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第 績実、と函

平成9年度の調査は「払出柵跡調査要項jに基づく、第 5次5年計画の 4年次にあたる。事業官について

は、国庫補助金の内示(総計費 1.440万円のうち、国庫補助金 720万円〉を得たので、次のような「平成 9

年度払出柵跡調査計画(案)Jを立案した。

第 1表調査計画表

調査次数 調 調 期間

110次
外郭線角材列の

100 rrf 
4月初日~

(仙北町払国字百白木) 年輪年代測定 5月31R 

111次
外郭北部 外郭北門造営回

200m2 
6月 1日~

(仙北町払回字百白木〉 数の再確認 7月31日

外郭北部 外郭北円北方及 8 月 1H~
112次 び両方の櫓状建 800 rrf 

(仙北町払回字百日木〉 物等の調査 10月20日

メ仁ニ入i 3 地 l.l00rrf 

平成6年度から平成 10年度までの調査は、「払田柵跡発掘調査第 5次 5年計画」として立案され、顧問の

と助言を得て承認されたものである。平成9年度の調査は、いずれも外郭線区画施設が対象である。

110次調査は、 4期ある外郭線角材列のうち、まだ年代の決定していないB期と D期角材列の年輪年代

測定の実施を呂的としたものである。外郭線北東部において、角材

重柵あるいは 4重柵とi呼呼ばれてきた地点でで、実施したO

11]次調査は、外郭北内の再調査である。この門は調奈事務所が初めて実施した第2次調査で、新!日 2

時期あることが知られていたが、その後む調査で、外郭東 s西 s 南門や角材列に 4~~あることがわかり、外

郭線の全体に 4期の造営があることが知られるようになった。そこで、この外郭北門も 2期ではなく、 4期

であろうとの疑問が生じたので、造営回数の再確認のための調査を実施したのである。

112次調査は、外郭北内正面の様相や、内を中心として左右対称に展開すると考えられる角材列や、

状建物を採ることを目的として実施した。

平成9年度の調査の実績は第 2表のとおりである。

五IjI百

-ー，一- 外郭線角材列の
103 rrf 

4月21日~
110次

(イ111北町払田字百白木) 年輪年代測定 6月 13日

111次
外郭北部 外郭北内造営回

180 rrf 
5月30日~

({山北町払田字百 数の再確認 8月 1日

外郭北部 外郭北内北方及 6月 19日~
第 112次 び西方の櫓状建 550 

({山北町払田字百日木) 物等の調査 10月 17日

3 上自

() 
ー噌
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払凹柵跡調査事務所年報 1997

llG次調査では、角;討対の中から年輪年代認定が可能と忠われる cu 
で総定を誌緊した。そ

のうち、 3点の角材の最外年輪が西層 907年と判明した。いずれも C期角材列で、これにより、 C期角材列

の構築年代が確定したことになる。しかし、 B類、 D期では澱定に適した試料がなく年代が判明しなかった。

11]次調査では、外郭北門の西半部を対象として、その中から保存状態の良好な 2筒所の柱を選び、

複状態の検討を行った。外郭北門ではA期と B期、およびC期と D期の柱がそれぞれほぼ同ーの位置に建て

られるので、建て替えに際して柱の切り取り奇行ったB期の柱と D期の柱だけが残っている。 A期と C期の

柱掘形は大部分が失われているので 2時期しかないように見えるが、重複状況の検討からは 4郊の造営があ

ることがわかり、外郭東西南北 4門全てに 4販にわたる造営があることが確かめられた。

第 112次調査は、昨年の第 107次調査に継続する調査で、外郭北内の正面から北西部において角材列百櫓

状建物、溝などの検出に努めた。主な成果は次のとおりである O

① 外郭北門の西側角材ヂIjにも 4期あることが初めて確かめられた。倒壊したD期角材に、長さが 4.70

mとなるものがあり、昨年判明した角材の全長や地上部分の高さが追認された。

② 櫓状建物は門の東側と同じく 7;足立の造営がある O 内の東西両側の櫓状建物の距離は最も新しい櫓状建

物の場合、 42.0mである。

③ 角材列の北に平行する溝は、門の正面でも屈曲することなく直線的に西へ延びている。門の北方の位

は、北へ連なる道路状遺構や、橋は検出されなかったが、溝底に残る広葉樹の丸太材から、太い掻脚を

用いない形で橋を架けたものと推定される。

④ 外郭北門を中心とする外郭線角材列と、それに伴う櫓状建物には、角材列に 4期、櫓状建物に 7期の

造営があり、両者は東西両側で基本的に同様の変遷を示す。木道も含め、門の周辺では内を中心として左右

対称に設計、造営がなされていた。第 107次調査と今回の調査により、門の両側の区画胞設の様相が初めて

明らかになった。

⑤ 木簡?点、絵馬、横槌@模@曲物@挽物血@斎串@箸など多くの木製品が出土した。払回柵跡におけ

る木簡はこれで計 89点となった。

⑥ 木簡に「北内所J、墨書土器に「北預」、「北内J、「門ヵJと記されたものがあり、北門に関する文字資

料が出土した。

A 
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1節調査経過

調査は外郭線角材列の年輪

年代測定を行い、 4期ある角

材列各々の構築年代を決定す

ることを目的として実施した。

4月 21日に作業を開始、

3章 第 110次調査

中から年輪年代測定が可能と 第3図第 110次讃査位盤国

思われる試料5点を選定、採取し、翌日日に調査を終了した。

試料は 8A4日、奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センタ一光谷拓実発掘技術研究室長に持参して測定を

依頼した。さらにその後、追加試料 1点 CNo.6)を送付した。

2節検出遺構と遺物(第4図，図版 1，..._， 3) 

;長森丘陵を取り囲む外郭線区画施設には、 A，__，D4期の造営がある。 A期は地盤の竪E3な丘陵の裾部が

築地塀、軟弱な泥炭地がスギ角材による材木塀で作られ、 B，____D期になると全体が材木塀に替わる。

調査地は外郭線北東部にあり、標高 36.5m、外郭東門の西にある長さ 68mの築地塀が材木塀に変わる地

点である。この地点の角材列は 4列が最も良好に遺存していて、古くから三重柵あるいは四重柵と呼ばれて

きた。この地域では 1976(昭和 51)年の第9次調査で、築地塀とともに調査を行っているが、今回は外郭

線角材列のうち、まだ年代植が全く明らかでないB"D期の角材の年輪年代測定を目的とした。

は角材列のほか築地塀の西端部を再度検出し、現状での写真撮影と平面@断面の実測を行った後、

角材列の中から角材5点を選んだ。その際、 No.1.. 4 .. 5はC期またはD期、..3はB期の角材と考えて

一一 ζ



第 3章第 110次調査

年輪年代測定結果

試料
形状 計測 角材列 最外年輪

タイプ 年輪数 の時期 形 成 年

持0.1 A 165 C 907年

No.2 C 225 B 690年

No.3 132 B 不明

時0.4 A 167 C 907年

No.2 
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第3章第 llu次調査
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材の最外年輪が西暦 907年と判明した(第 3

第 3節小 結

1994 (平成 6)年の第 99 した年輪年代測定では、 A期角材のうち 3点の最外年輪が西暦 801

と判明し、これによって外柵と外郭線がこの年代に同時に構築されたことが明らかとなった。これより前、

1988 (昭和 63)年には北から 3列日の C期角材列の構築年代が、 1点ではあるが西暦 907年であることが判

明している。

したがってAタイプ。試料で最外年!?命の判明した民0.1 4 5はc 角材で、 iヰじ測定値が言'.4点となった

ことにより、 C期角材列の構築年代は 907年と確定したと言えよう。しかし、 B期 "D期角材列では年代が

判明しなかった。また、 D期角材列は布掘りが浅いためかミこの地域ではほとんど残っていないことも明ら

かとなっ

これまでの調査で判明した外郭線角材列の年代は第 4表のとおりである。

第ヰ表幹事5嬢禽有芦iJの年議年代

A期 期h
D
 

C期 D期

801年 不明 907年 917 +α年

1 r払回柵跡調査事務所年報 1976 払国柵跡一第 9• 10次調査概要 1977(昭和 52)年

2 r払田柵跡調査事務所年報 1994 払白柵跡一第 98"'-'101次調査概要-j] 1995 (平成 7)年

3 時五回柵跡調査事務所年報 1988 払田柵跡…第 74"'-'78次調査概要-j] 1989 (平成元)

G 
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第 4章第 111次調査

第 l節調査経過

外郭北門は 1974(昭和 49)
(設け

年の第2次調査で新!日 2期が

あることがわかり、その後は

築地塀、角材列を含め外郭線

の全体に 2期にわたる造営が

あると考えられていた。

しかし、 1984(昭和 59)
(註2) 

の第 55次調査では外郭南門

に4期があることが確かめら

れ、続く外郭京74;西Ftk
角材列の調査でも同様の結果

が得られたことにより、外郭

線の全体に 4期にわたる

があることが明らかとなった。

したがって外郭北門も 2期で

はなく 4期あるのではなしゅ〉

との疑問が生じることになり、

再調査の必要にせまられてい

た。 第 5園第 111

さらに昨年の第 107次調査では、外郭北門の北東i璃柱付近の角材列にも明確に 4期あることがわかり、そ

の可能性は一段と高まったので、北内の造営回数を再確認するための調査を実施したのである。

5月22日、第 110次調査と併行して調査準鎚を開始、 30日に現地にテントを設営した。 6月4日から第2

次調査終了後に調査地に入れた砂の除去を始め、 13日に終了、 16日からは外郭北内の西妻柱掘形の、第 2

次調査時の埋土を除去し、柱材を現した。 18日からは北側の西から 2番目の柱の精査を開始し、以後第 112

と併行して作業を進めた。 20日、造り方を設定、 24目、南東!興から平面実測を開始した。 25日、北側の

西 2柱掘形内の廃材に墨書があるのに気づき、写真撮影後に抜き上げを行った。 7月 14日、北側西 2柱の

ほぼ終え、南側西 2柱の重捜状況の精査を開始し、この 2箇所の柱掘形で北内の造営回数が 3期ある

いは 4期あることを把躍することができた。 29

2節検出遺構と遺物

と遺物(第6図，巻首図版 1，図版4)

2次調査では、内のおよそ東半分の地域で

の撮影を行い、 8月1日に調査を終了した。

をすべて剥がして掘り下げたが、西半分では整地属

-10 
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をそのまま役していたので、J.き構の保存状態の良好な出ニド音与を調査対象とし

外郭北門周辺の土層を調査区の北壁で、見ると、耕作土の下には厚さ 10，......，15cmの黒色土があり、その下に 20

，..._，30cmの厚さで黒褐色ないしu討議灰色粘土を用いたi空間江整地層があるc 整地層はここでは 2枚あり、

のそれは厚さ 10'""20cmで¥北内のA期北東隅柱掘形がこれを掘り込んでいるので、創建期の整地層である。

の整地層は、このA期柱掘形やBまたはC期の角材を覆っているので、その後に施したものである。こ

の tに厚さ約 5cmの火山灰が部分的に堆積している。整地層の下は厚さ 40.'""50 cmの軟弱な黒色耐炭層で、

さらにその下が培緑灰色粘土層である(第 7 上〉。

なお、北F~の西の調査区で、南壁の土居を見ると、整地層は北内の西側柱の 6~7 m西ま して消失して

いる 7図ド)。 昨年の第 107次認査では、この整地層の東端部が見られ、 は約 22mであることが

知られる 0

2次誌i寄終了後に遺構保護のために入れた砂を除去し、さらに柱掘形内に入れた土も除去した結果、門

の北側の西から 2蕎自の柱掘形と南側の西から 2番目の柱掘形が、第 2次謁査における掘り下げが少なく、

し1時期の柱掘形が遺存している可能性が大きいと判断されたので、この 2箇所を精査し 1 平面と土層断面

で柱掘形の重複状況の検討に努めることにした。あわせて、内の西にある SD01溝も再調査の対象とした。

なお、第 2 次調査では 2 時;え~の内のうち創建の内の遺構番号を SB旬、建て替え後のそれを SB01とし

ているが、本調査ではSB 1200と改めた上で、古い方から順次A----Dの記号を付すことにした。

( 1) S B 1200外郭北問北樹高 2柱(第81翠，図版 5) 

この柱は、第 2次調査では新!日 2期のうち新しい方の柱とその掘形を検出しただけで、掘形の断ち割りは

行っていな l'。柱は直径 55cmのスギ材で、その付近に残る掘形内の埋土には火山灰が含まれていたので外

郭東門などの場合と同様に、 A"""'D4;拐のうちD;拐の柱であると判断された。柱は掘形の南寄りにあり五

部は水田耕作に伴う現代の切り取りによって水平になっている。その北側には建築材の廃材が、主として東

西方向に入っていた。柱の下端は掘形の底面より 30cmほど沈下している。

D期柱の北に連続する掘形内を徐々に下げて行くと、下方に直径約 70cmのケヤキを用いた古い時期の

が検出された。柱の上部には手斧による切り取り痕が残っていて、古代の建て替え時における切り取りであ

ることが明らかである。柱の局留は東西方向1.9由、南北方向1.6mの範囲でク 1)材によって絞り図まれて

いた( クリ材は長さ 80"'-'130側、!幅}幅長 l叩0'"'-'2初Oc佃mあり、柱材材命を中心として 2重 3重に;方J右ら

たもので、これらの範囲がほぼ柱掘形の平面形を示すものと考えられる。この柱の下端は掘形の底面より 1

35cm沈下していた。

掘り下げる過程で、この柱掘形によって切られる別の掘形が東側に極めてごく一部であるが認められ、こ

れは最も古い時期の柱掘形と考えられた。また、柱切り取り後の埋土の上に火山灰を含む斜めの掘り込みも

見られた。

これらの北に北東偶柱と連続すると考えられる、東西方向に長い掘り込みがある。整地層の上面から 70

，..._，90cmの深さの掘り込みで、東西方向の柱 2本を一つの単位として同時に掘り込んだものであり、第 2次調

は南側の柱でも同様の掘り込みが検出されている。

考えられた。

の状態から、最も古い持期の掘り込みと

これらの状況から、こ の柱は、ま を施した後、 と で

位

形

の

ブ
Q

浅い掘り込みを行い、;最初の柱掘形とした (A期)。次の時期にはA期の柱を抜き取ってほとんど
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B期または

CJvj角材

1 10YR3/171<日畦畔、第2次調査埋め戻し時の砂が混じる。

2 7.5YR2/1黒色土

3 2.5Y5/4黄褐色火山灰

4 10YR3/2黒褐色粘賓土。整地属

5 7.5GY4，ノ/1暗緑灰粘土整地層

6 7.5YR2/1黒包括炭

7 7.5GY4/1培緑灰粘土

8 7.5GY4/1暗緑灰粘土を主体としごく少し 6層が粒状に混入。外郭北門A期北西隅柱理土
9 4層とほぼ同じだが、 4層よりも軟質。

10 10YR3/1黒褐色粘質土。

Ii=35.4hE 

1 10'iアR3/1黒褐色耕作土

2 10YR4/1灰色粘土、 7.5GY心/1灰色粘土。水用客土

3 5γR1. 7/1黒色土

4 7.5YR2/2黒褐色詫炭

5 10γR4/6褐色火LlI反

6 7.5YR2/1黒色土、 8層よりは全体にしまる。

7 7.5GY4/1黒褐色泥炭

8 10YR2/1黒色土と 7.5GY4/1暗緑灰粘土、砂質土が粒状に混じるO 整地鼠

9 7.5YR2/1黒色泥炭

10 7.5GY4/1培緑灰粘土

7 
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lOGY3/1 H奇緑灰粘土、 7.5YR2/1黒色 i二、 10Y7/2火L1-lJJ(が全体に混じる。 DM柱理土
10Y3/1オリーフ。黒色粘土を主体に、 10GY3/1暗緑灰粘土が少し混じる。火山灰含む。 c期柱の抜き取り穴
lOGY3/1培緑灰砂質粘土、 10Y2/1黒色士、 7.5YR2/1黒色土が均一に混じるo B期柱切り取り後の埋土
3層よりも 7.5Y2/1黒色土が少し ¥0 B期掘形埋土
2.5Y2/1黒色粘質土、 7.5Y3/1オリーブ黒色合砂粘土。 A期掘形
7.5YR2/2黒褐色泥炭
5GY4/l暗オリーブ灰色粘土
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に柱掘形を掘った (B期〉。この建物は 135cIDも沈下し、建て替え時には掘形の下方で柱の切り取りを行っ

た。さらに次の時期には柱を南に移動して建て (C期入建て替え時には柱の抜き絞りを行った。最後の柱

(D期)はC期柱とほぼ同じ位置か、ごくわずか南に建てたと考えられる。

B期位の切り取り後の埋-士に含まれていた廃材に「東北方八」の墨書があった。廃材は長さ 180c皿、幅 17

cm、厚さ 6.5cIDあり、先端を抗状に尖らせ、その一側面を手斧で 12cIDの範留に削り取り、その中に墨書:が記

される。 3文字自の方の字で材の縁辺に達したため、最後の八の字は方の左に並べて書かれている(第百関

L 図版 6.. 23 5)。また、同じ抜き取り穴の理士ーから斎串が 1点出土した(第9図し図版 23-1)。

岳 言 語 話語震童謡議事B

1 o 
0 

E三三三言語

ど

。 lOcm 

「
J 

4 

番号 語別 特 徴 長(cmさ) 
中高

厚(cmさ) 図 版(cm) 

斎.$ 圭E員。 25.9 2.2 0.5 23-1 

2 斎率 圭頭。 29.9 3.1 0.3 23-2 

3 斎串 頭部は折損。 25.4 2.4 0.3 23… 3 

4 模 片刃。頭部は折損。 33.2 7.2 4.1 23-4 

5 廃材 「東北方八」の墨書あり G 180.0 17.0 6.5 23-5 

9~ 、、，B

，J
a--a 

f
L
 

lh一一
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(2) S岳1 外郭北門高鑓富 2柱(第 10区1，国版 6e 8 ) 

この柱も第 2次調査で新しい時期の柱とその鋸形を検出しているが、断ち割りは行っていない。柱は直径

65cmのスギ材で、周慌の埋土には火山灰が混入していることから、 DAAの柱である。柱摂形の平mi形

2.6m、南北 2.3mの不整円形で、下部に去るほどすぼむ。柱はjヒに傾き、頂部は水田耕作に伴う現代の切り

取りによって水平になっている。下端は掘形の底面から約 10cm沈下している。

この柱の北に連なる掘形内を、平面および土層断面で、重複状況を観察しながら徐々にJ起り fげて行くと、

ド方に直径 70cmのクリ材による柱が検出され、前述の、北{関西 2柱と同接に、]頁部に手斧による古代の切

り取り痕が残っていて、その周囲をクリ材の板が取り囲む状況が見られた。この柱も掘形の底面から 50cm

以上沈下しているが、 iまの下端まで検出することはできなかった。掘形の北壁は西にある南西隅柱の掘形に

連なっている。

@断面ともに 4屈にわたる重複が見られるが、最も古い時期の柱掘形は見られず、それらはB期の柱

挺形とその柱、その上方から掘り込んだ切り取り穴、それを切る C期の柱掘形、さらにそれを掘り込むD期

の柱掘形である O

これらの状況から三この位置の柱は三創箆時の整地層を掘り込んで最初の柱を建てた (T，，-期)。建て替え

にあたっては、 A期の柱を抜き取ってほぼ同位置に柱を建て (B文~入次の建て替え時には下方で柱の切り

取りを行い、位置を南に移動して柱を建てた (CJiJl)。次の建て替えにあたっては、柱の抜き取りを行い、

C期柱とほぼ同じ位置か、ごくわずか南に建てた (D期)と考えられる。

掘形内から斎取が 2点出土した(第 9図 2ぺ，図版 23-2ラ3)02はB期柱抜き取り穴の埋土からの出

土である。 3は頭部を欠く。他に、棟通りの西 2柱のD期掘形埋土内から模が l点出土した(第 9図 4ラ図

版 23ーの。

( 3)第 2 るSDui 

外郭北門の盛土整地層西縁から落ち込む111最4.1~4.8m の南北方向の溝で、ある。第 2 次調査ではj二面で催

しただけで、掘り下げを行っていないが、実測された平面図を見ると、昨年度に調査した SB 1189櫓状

建物に伴い、その周囲の排水を目的としたと考えられる SX 1192と向楼の遺構であるように推定された。

S X1192からは多数の木簡や木製品が出土し、このSD01からもそれらのH¥トが;考えられた

たのであるが、第2次長時斉で図示された溝の側の線は、平面では全く検出されず、調奇区南樫の L屑断出では、

外郭北内に伴う厚さ 20crnの整地層が、西ほどしだいに薄くなって消失し、そのドの黒色泥炭層も西ほど低

くなり、この泥炭届や整地層の上にもその後に形成された別の泥炭層が堆積している様子が観察された。

2次語i杏で溝の東縁と見たものは、整地層の白A縁であって、それより西は溝ではなく、西ほどしだいに

ち込む臼然地形であると考えられる。したがって外郭北門には昨年度の SX 1192や、後述する第 112次

調査で検出した SX1206のように、創建段階で建物周聞の排水を意図した溝は特に設けられてはいないこ

とが明らかとなった。

2 選撞外出土遺物(第 11 12図，図版 23 24) 

( 1 )須恵器 第 11図 6 (図版 23 6) は杯で、底部切り離しは向転ヘラ切りによる。体部が直線的に

外傾し、口縁部がごくわずかに外反する。底面の中央に少隊御前下」の墨書がある。外郭北内

の最も下部から出土した。 7 (図版 23 7) も杯で両面に墨痕がある。
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1 10YR3/1黒褐色土を主体lこ7.5Y皮オ 1)ーブ粘土が混じる。火山灰混入。 D期柱を建てた後の整地

2 7.5Y灰オリーブ粘土、 5GY4/1暗オリーブ灰粘土(砂含む入 10YR3/1黒褐色土などが混じる。
B期柱切り取り後の整地

3 5Y4/2灰オリーブ砂質粘土に 7.5YR2/1黒包括炭混じる。 c期柱揖形に伴う整地

4 5GY4/1暗オリーブ灰粘土(砂含む)を主体に、 7.5YR2/1黒色泥炭が大きな粒状に入る。
10YR4/2灰黄褐砂質土の粒を全体に含む。 B期柱掘形埋二上

5 5Y3/1オリーフ‘黒色砂質粘土に泥炭粒、クリ材の小片が混じるo B期柱切り取り後の埋土

6 5YR3/1オワープ黒色砂質粘土、 2.5GY3/1暗オリーブ灰粘土が全体に均一に混じるo C期柱掘形樫土

7 5YR3/1オリーブ黒色砂質粘土を主体に 7.5Y8/2灰白色火山灰が全体に粒状となって混じっているo D期柱掘形埋土

問題外郭北門高関西2

-i8-
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jdi 

12 
13 

E二コ

14 

o lOcm 
1__1 _1_ __L_l一一〕一一

番号 種百件 特 徴 (口cm窪~I 底Ccm径) 
d
と

可

) 成指数
箆

指前数
箆

度
外傾 図版

6 須恵器 杯 外内部面 口日ク夕口
ω ブナデデ 中山 7 切り、鹿部に盤密「 少 i致 御 前 ド | 13.7 8.3 3.4 0.60 24.8 39

0 23-6 

7 漬恵器 キ不 タ内ト迂面豆 口口クク 口口ナづ デデー、モ盤ヨ弔痘云升あミ七り刀。り、 f本音;fltこ護連軍5!あり。 23-7 

8 土師器 杯 タ内ト在面百 :ー 口口クク 口口ナナヲデ'-""-""'lE..ltli:ム;;>T-"'="'Jり。 5.4 

9 土師器 杯
タ
I村ト函

E豆
1

:: 口口クク 口口ナナラダ
F
ゴ

P 泊り、休部に主役痕あり「延」 12.8 5.4 4.8 0.42 37.5 320 23-8 

10 土部器 杯 タ戸ヨト百夜万II
:e 口口 ク夕 口日ブナデ

テf

り ，:1ヒ王頁」 24 -1 

11 土師器 杯 タ内i-ii閣訂 ロロクク口ロつナ
1- のり。

第 11醤遺物内出土遺物 (2)

19 
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15 

Y 可、f、、ぃ/、、
r r Y i 

d工

12函連物内出土遺物(3 ) 

( 2)土錦器 8 e 9は底部切り離しが回転糸切りによる杯である o 9 (図版 23

ある。 lu 11も杯で、 lu(図版 24 1)の{本部に逆位に「jt預Jの塁書、 11の体部iこも塁痕がある。

( 3) 瓦第 11 図 12~14 (図版 24-2，， 3 5)ヲ第 12図 15" 16 (図版 24-4 6) は丸瓦で、出面に

高日痕があり、凸面は無文である。 11，..__，14は側縁にヘラケズ t)調整を施す。

第 3節小 結

外郭北内は創建時に整地層を施した後、東西に 2箇所連続して浅い掘形を掘り込み、 A期柱を建てたo B 

期柱掘形はA期柱掘形とほとん

はB期のそれより幾分南に移動し

たと られる。第 2

の円であることが明らかである。

し、 時には下万で柱の切り取りを行った。 c期

時には抜き取りを行い、 DJ顎柱はそのごくわずか南に

創建の SB02とした門はB期、建て替え後の SB01とした門はD期

以上のように、外郭北内ではA期と B期、およびC真~と D期がそれぞれほ られるので

-20 



第4章第111次調査

切り取りを行ったち期の柱と最後のD期の柱だけが残存する。 A 事 cn:)jの柱掘形は重複によって失われ、ご

く一部が残るだけで、殊にA期の場合はそれが著しい。その結果 2時期しかないように見えるが、柱掘形;埋

土の重複状況の検討からは 4期の造営があることがわかり、タト郭東西南北4門ともに 4時期の造常があるこ

とが確かめられた。

註 1 r払回楠跡調査事務所年報 1974 払出相H跡一昭和 49年度発掘調査概要-J 1975 (昭和 50)

建て替え後の SB01 (今次調査でのD期建物)の規模は桁行総長 9.30m、梁行総長 6.51mであるO

2 r払回柵跡調査事務所年報 1984 払田村lH跡-第 55~59 次発掘調査概要-J 1985 (昭和 60)年

3 r払田柵跡調査事務所年報 1987 払田榔跡-第 68"-73次発掘調査概要 1988(昭和 63)

4 r払回楠跡調査事務所年報 1990 払問櫛跡 第84，._，.87次発掘調査概要 1991(平成 3)年

5 移動距離は、土層断面の検討ーから1.2ないし1.5mと推定されるO

21-
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l節調査経過

5次5年計画には、タト郭

線区画施設の解明を日的とす

る調杏を組み入れ、平成6年

の第 99次調査から北部にお

いてその調査を開始した。こ

れまで北部外郭線の東から

へ約 250mにわたっ

押し進め、昨年の第 107次調

は外郭北門の間近ま

り、 I'IJの北東に連なる角材列

と櫓状建物、木道のあり方な

どを探ることができた。多く

の木簡やオç~品も出土した。

今年はそれに継続し、外郭

北門正面の様桔や、内を中心

として左右対称に展開すると

考えられる角材列や櫓状建物

を探ることを自的に、この調

したのである。

5章第 112次調査

.!!I.!I 

政 庁

IJ '-守i

時間麗 112

は6月 19日、第 111次調査と併行して外郭北内の北方の地域から涜始した。 を剥ぐと、すぐに

内の北西15高柱に寂り付く角材列の上部が現れた。 7月 1日から角材列の掘り下げを始め、 5白にはその

で櫓状建物の柱が検出され始めた。 18日、 SD 1145 Lっ に西に延びているの

をトレンチによって確認、その後、溝底まで掘り下げると、 25日に第 88号木鏡、 31日に第 86，. 87窃 89

木簡、挽き物fmなどの木製品が出土した。

8月 1日からは櫓:1犬建物の:精査を毘始、 21日に建物の東側に排水のための講を掘ったところ、昨年の SX

1192と同様の、建物に伴う溝があるらしいこと いた。この溝は窓物の南にもあり、 SX1206とした。

これを掘り下げると 9月 10日になって第83号、 85号木簡が出土した。 12目、櫓状建物や遺構の

を撮影、 24目、第 45回顧問会議を開催し、調査研究の顧問である秋田県立博物館館長新野直吉氏、

史民俗博物館情報資料研究部長岡田茂弘教授に対し、第 110 絡 111次調査も含めて調査成果の概要をご説明

するとともに、現地でも ~ ¥ f;こだし¥f;こO

その後、櫓状建物柱掘形の断ち割り等の補足調斉を行い、 30日には報道関係者に対し、 を

10月4日には現地説明会を開催したところ、約 80名の参加者があった。翌日から入力による細部の埋め

しを開始し、 17日に現地の調査を終了した。

22 
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第14国 第112主党調査全手本盟(第111次調査地含む)
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第 5章第 112次調査

2節検出遺構と遺物

と遺物(第 14，..__16思巻首図版ム図版 9)

調査地は昨年の第 107次調査の西、外郭北内の北から北西にあり、 35.2mの平坦地で、元水出であ

るが現在は公有化されて休耕田となっている。

検出遺構は、外郭線角材列 1(4期入櫓状建物 1(7期 入 溝 1、木道し土坑ムその{也の遺構 1の

9 ある。

( 1 ) (巻首図版ム~販 10 e 11) 

① S A 1201 A 呂 C"D

外郭北門の北西隅柱から北西方向にカーブし、櫓状建物付近からは東四方向に直線的となる角材列で、総

延長約 31mを検出した。水田の暗渠排水溝によって破壊を受けているが、水田耕作に伴う抜き取りは少ない。

門柱に近い位置ではB期を除く 3期の角材列が密接して残っているが、そのほかでは全体にA期と D期角材

列だけとなる。 B C期角材列は既に調査してきた地域と同様に、建て替え時に木道に転用したり、それぞ

れ新しい時期の角材列の根元を同定するために抜きょげられ、ほとんど残存しない。

弧状となる部分の長さは外郭北門の北西鶴柱から約 15ないし 16mで、その中央部に設定した小トレンチ

の土居~面ではA期と D期の角材のほか、 B-C期角材の布掘りが見られ、 4 期あることが分かる(第 17 図)。

ここではA期角材の布掘りは検出部からの深さが 85c盤、幅 60crnあり、長さ 130crnの角材が直立している。

角材は布掘りの底から 15crnほど沈下している。 B期の布掘りはA;期角材に接して掘り込まれ、深さはA期

布掘りよりも約 50crn浅い。 C D期の布掘りも同様に浅く、 D期角材の下端はA>>I角材のそれよりも 50crn

t位にある。角材列全体の 111長は弧状となる部分では約 2mであるが、活ほど狭くなり、調査区の西端部では

約 1mとなる O 櫓状建物のすぐ東の位置では布掘りが 2条となって、その間が 50'"'-'70crn開いている。

日=35.20m-
1 2.5Y3/1黒褐色粘質土
2 2.5Y4/2培灰黄色粘土、 2.5Y4/1黄灰色粘土。

A期角材に伴う整地
3 2.5Y4/2暗灰黄色粘土、 2.5Y4/1黄灰色粘土。

D期角材に伴う整地
4 10YR3/2黒褐色粘質土
5 n奇灰黄粘土に 10YR2/1黒色泥炭層が混じる。

A期布掘り埋土
6 8層とほぼ同一。

B期布掘り理土
7 8層に 10GY4/1暗緑灰粘土が混じるo B1虫干t掘り埋土
8 10YR2/1黒色泥炭
9 lOGY4/1暗緑灰粘土

第 17図角材列土層断面図

AJ男角材列には 68本の角材が残存し、一辺の大きさは、計測し得るものの平均で長辺 28.0側、短辺 22.9

crnで、大きいものでは長辺 42crn、短辺 31crnを浪11るものがある。南に傾斜しているものが l本あるだけで、

ほとんど直立して残っている。 トレンチ断面では布掘り内に囲定材としてスギ材の断片を入れているほか、

門柱に近い位置では柱材の廃材も見られる。

B立fj角材列は櫓状建物の東に 2本残るだけである。いずれも布掘りが浅いため残存部は極めて短い。

C期角材列は、門柱付近に 9本、櫓状建物と重なる位震に連続して 8本が残る。角材一辺の大きさは、

上告で長辺 29.0crn， 21.9crnで、ある。

n[l 
-;~

ιJ主J
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T町、
よJ には 67 ¥J冶 主さ し得るもののす弘均で つLミQ円相

ι.J V~V しiH 、
つハ iro-n"l 

LJV.L LHl 

である。スギの他に広葉樹と見られるものが、櫓状建物の西に 8本ある。角材の両側に古い時期の角材を横

に入れたり、杭状にして打ち込んで根元を固定している。

D期角材が南ヘ倒れたものが l本あり、その全長は 3.35mある。上端は腐食していて残っていないが、

残存部の端から1.2m離れて縦 25，..._，28cIIl、 i福10cIIlの貰穴が明確に残っている(図版 12)。この材に連続する

地下残存部分の長さは1.35mあるので、材木の全長はおおよそ 4.70mあることになり、昨年の第 107次調

査で検出された全長 4.60mの材木とほぼ同一の長さである。

D期角材列の年輪年代測定を目的として測定に適し

ベ、年輪l福が広く、年総数が少ないもの ノ
、、、も

したが、この時期の材木はA期の角材に比

も増えることなどから、認定に適し

して測定を依頼したが、測定は不可たものはほとんどない。かろうじて櫓状建物付近の角材から l

能であった。

@
 A

一

A
H

ペ一
v

れり
凸

fι
門

M
U

〕グ

st

今
/
一

/
'
a
、、

15 18 19区j， 3ぺ，坂

@ @ @ 
角材列の南側にある ιつJ × 2!替の東西棟掘立柱建物跡で、総

@ @ @ 
ある。他の柱握形と よび昨年の櫓状建物との対比から、

D い櫓状建物であると判断される。地盤が極めて軟弱であるので、
@ 。 @ 

の上に整地層を施す。 は黄褐色土と灰色粘土の混じっ

!
米

19 17 15 

-MJ 

-MH 

。

話題
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第 5章第 112次調杏

I、喝、 は 10~20c訟の厚さでミ トれよ-11ノr:Jh
C;;;--~~ ソ乙)...jいじこi

ーヴア同 1¥ーァ_， '-喝 」 一巳 のjヒまで マτ1.¥'-， 

る(第 181翠)。この建物の構築に際し、

禁IJがさなければ検出できなかった。

A"B2時期あり、 B期建物の規模は、桁行が北側で総長6.20m(東から 3.2+3.0入梁行は東側では4.70

iこ施し あるが、 は、こ を

m (北から 2.05+2.6のである。暗史排水溝に切られる南側l二十i央を!徐く 8本の柱が残る。いずれもクりその

他の広葉樹の芯材で、直径は 25'-""'48cmである。

北側中央柱は南へ、南東関柱が東に傾くほかは、ほぼ直立している。 北側 3本の柱はA期角材とほぼ接し

て建てられているが、断ち割りを行った北側中央柱では両者の工程上の前後関係は不明である。この柱は掘

よりもおcm沈下している。南部iの柱は建て替えにあたっ

さ1.24m、窪径46cmのクリ材による柱根が残る。 掘71ラ内に根回めの

込みもな ~ìO SK1212や SB 1207 1210によって切られている。

S B 1207 A "岳

に移亙1)させている。

は全く入れられておら 杭の打ち

@
 

@
 

0
 

8
 

角材列をまたぐ形の、 3 x 1 

n 

B2時期がある。 北側に 3本の柱が接存し、子育から 2本円の

き取られているが、掘形の)まに柱の沈下によって生じた深さ 20cmのITIj

みが残っている。また、南西隅柱掘形にも抜き取り後の柱痕跡があり、

これらから B期建物の規模は、桁行総長が北側で 7.2m(東から 2.3十2.3+2.6λ 梁行総長が西側で 4.8m 

と推定される。

柱掘形は位置によって大きさが異なり、北側の東から 2本目では径約1.3mの略円形であるが、北西隅柱

は長軸約 80cmの構円形である。断ち割りを行った北東隅柱では検出面からの深さが 70cmあり、長さ1.5m、

33cmの広葉樹による柱が残る O 柱は掘形の底よりも 40cm沈下し、南西に傾いている。この柱掘形がS

K1204によって切られているほか、

③ S B 1208 

ら2番目の柱掘形は SK1205に切られている。

の北に、 SB 1203を切り SB " 1210によって切られる掘形が 3

る。いずれにも柱は残存しないが、西端の掘形には柱を固定するための

籾~\スギ材が打ち込まれていることから、掘形は櫓状建物の柱掘形であると

えられる。これに対応する南側の柱掘形と考えられるものが東所に北んで 2

所あり、 SB 1210によって切られている。

これらから、角材子ljをまたぐの、桁行(南北)1間 X

000  

。。

2fL5の掘立柱建物跡であろうと考え

Lつ 、-t
，m

 

n
H
U
 

S
A
T
 

3βmほどの〉と される。

S 1む喜

@ @ @ 
角材列をまたぐ形の、桁行(南北)1間X梁行(東西) 2開の掘立柱建物跡

で、 は北側で 4.2m 1m等間入東側は掘形の位置から約 4.0mと推

l~ì '".) 

される。 A期角材列の北に援するように 3箆所の柱掘形が残り、いずれにも、

クリなどの広葉樹による直径 26，..._，33cmの柱が残存する。柱の周囲にはスギ杭

を打ち込むが柱は南あるいは東に傾いている。断ち割りを行った北内隅柱は、長さ 118cmあり、掘形の底に

r、
司， I -

板状の材を 3枚重ねて入れる。柱はA)弱角材に接するように建てられているが、北東附柱掘形は角材を抜き

られている。この 3 るjお{ll1J S B 1210によって切られているため く毘られ

つ1
01. 
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'6、¥1 '0 

(⑤ S B 1210 

@ @ @ 

@ @ 

@ @ @ 

をまたぐ形の、桁行(南北)2間×梁行(東西)2間の掘立柱建物跡、

である。表土を剥がすとすぐにD期角材列のi頁部とともにこの建物の柱の頂部

が検出された。掘形の埋土に火山灰を含んで、いることからも、この建物はD期

角材列に伴う最も新しい時期の建物である。柱掘形および柱は8箇所全てが残っ

ている。 北東隅柱の掘形内には柱材が 3本入っているが、最も丙の柱が桁行、梁行ともに最も柱筋が通るので、

この建物の柱と考えると、建物規模は北側で 4.1m(東から 2.1+2.0入西側で 3.8m(北から1.7十2.1) 

である。

北東隅柱では桁と梁の交わる角度が 1000
あり、建物は全体に歪みが大きく平行四辺形に近い平面形を

する。掘形は位置により大きさが異なり、南東照柱では径 1.4mほどの略円形であるが、東側中央では長斡

70c盟、短軸 55crnの楕円形である O 柱は直径 20--~30crnの広葉樹で、周聞にスギ材を打ち込んでいる。

881203・1208

1 7.5YR3/3階褐色土、 5GY4/1f活緑灰色粘土。

S B1208枝協形埋土

}一iニ35.00m一一 II =35.00m一一

881207北東隅柱

2 10YR2/2黒褐色土に lOYR5/，j!こぶいZ竜褐色粘土が下方に混じる。 1 7.5YR3/1黒褐色土に 2.5GY4/1f務オリーブ灰色粘土が均等に混じるo A期柱掘形

2 7.5YR2/1黒色土に 2.5GY4/1階オリーブ灰色粘土が少し混じる。 B期柱掘形SB1208柱掘形埋土

3 5GY4/1 rr音緑灰色粘土と lOYR3/1黒褐色土が混じる。

AjtJJ校扱形

4 3層よりも 10YR3/1黒褐色土が多L、。 Bi努柱掘形

5 10YR3/2黒褐色土lこ5GY4/1暗緑灰色粘土が混じる。

H=35.00m 

881207南西隅柱

10YR2ノ'1 長色土

2.5Y2/1 .~~{色土

7.5YH2/lよ茶色土
5YR1.7/1 黒色土、住抜き取り控室

8Bi 203' I 207・1208隠 1209

1 7.5YH2/1黒色士、 7.5YH2/2黒潟主主二i二、
5GY4/111音オリ ブ灰色粘土が泌じるω

7.5YR3/2黒褐色土柱抜き取り穴の一部

7.5YR1.7/1黒色土、柱痕跡

lOYR2/2黒褐色二上を主体に 5GY4/1が少し混じるc

1隠よりも 5GY4/1階オリーブ灰色粘土が多く入る。 o
lOYR3/2黒褐色土と 5GY4/1暗オリーブ灰色粘土か滋じる。

7 5YR3/1 黒褐色土

19図 権状建物ゴニ層断面図

1m 

櫓状建物の南北2箇所に細いスギ材を用いた木組がある(図版 17)。北側のそれは、 SDl145に向かつて

わずかに落ち込む斜面にあり、最長 65cm、幅 2cmの細し1材 15本に同様の材が直角に交わっている。これら

とは別に、長さ 110cmのものや、少し離れた位置に l司じような細~\材が 7 本まとまって見られる。このほか

に先端を尖らしたやや太い杭が 2本ある。

ミつ-u乙』
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南側のそれは、 SB1203I3建物の南東嬬柱握形を少し掘り込み、東西 2.5mほどの範箆!で汚灰色粘土が分

布する中にある。長さ 60，..._，80側、|福 2，......，3cmの偏平な帝国い材が 19本ありミこれを長さ1.8mの細い材が両側

から挟む。これらとは5jrJに長さ 75cmと90cmのやや太い材が 2本あり、これは先端を杭状に尖らしている。

これらの材の縦横の交点に紐などは残っていないがミ元来は緊縛されていたものと考えられる。

S B 1207北側西 2柱掘形と、それに隣接する SB 1208北西縞柱掘形から出土した須恵器杯の破片が接合

した(第 20図 1)02 ，， 3 (図版 25-1.. 2)は平瓦で、凹面に布印良、凸面に格子叩き目があり、側縁に

はへラケズリ調整を施す。 2はSB 1203北東隅柱掘形と SB 1210南側中央柱掘形から出.L-.したものが接合、

3はSB 1203西妻柱掘形や、整地層中などから出土したものが接合した。

としては挽物血(第 211立14ヲ図版 25-3)と模 (5ラ図版 25-4)があるo 4 ノ 寸空lJ.-

¥、!日Je

約 1cmの高台が付き、縦木取りであるo 3とともに北西隅柱掘形から出土した。 5は割材を用い、刃部は両

面から削って作り出している。 SB 1210の南側中央柱掘形から出土した。

1 

王ココ

J ・J
ぇJ乞J

( I ) 

2 

。 lOcm 



1997 

4 

21璽 ( 2 ) 

( 3) 22関‘図版 18E 19) 

① 5011特

角材列の北に平行して東西方向に掘られた溝で、昨年までは主として上面での検討ーは

r 
ひ

トレンチによる

掘り下げによって調査して来た。今は外郭北内の正面の位置に当たるので、 PIJの北へ速なる

橋の存在を念頭に入れ、東西 29mにわたり溝底まで面的な掘り下げを行った。溝はなおも西に延びている。

上面幅 3.5"-'4.3 mであるが、門正面にあたる調査区東端の土層断面では約 6.0mの11屈を確認でき、この位

は当初は他の箇所よりもやや広く設定したらしし'0深さは溝の外に水平に堆積する火山灰層すから測ると

約 60crnで、底面は幾分丸みを帯びて中央部が最も低し'0堆積土は植物を多く含む黒褐色泥炭が主体で、溝

の底部にはスギ材加工時に生じる材木の佐fT片が多く含まれている。

火山灰は昨年までの調査では溝底より 40，....._，50crnJ.-.{立に連続して 1枚の属をなして堆積していたが、外郭

北門付近に至って細かく乱れている様子が観察された。今回も外郭北門の正問では縮かく途切れ、溝底付近

まで達している。
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面折調査区東端MNlO~MLlOグリッ

2.5Y3/1黒褐色水田畦畔

10YR2/1黒色泥炭、植物を多く含む
10YR1.7/ノ/1紫色泥炭、植物を多く含む

7.5YR1.7/1黒色泥炭、植物を多く含む

lOYR2/2黒褐色混炭

10YR5/6黄褐色火山灰

色は 4層と向ーだが、泥炭の植物が少ない。火山灰が、塊にならなくとも全体に入っている。

7.5YR1.7/1黒色土に 2.5Gγ4/1培オ J)ーブ灰粘土 2.5Y3/1黒褐色粘土が混じるc 杉材の断片、技などを多く含む
7.5G-'{4/1暗緑灰粘土

7.5GY4/1暗緑灰砂質土

1
2
3
4
5
5
7
8
5
m
 

MIl9~ MF17グリッド内一!て層断面

:15 36-

1m 

2.5Y3/1黒褐色耕作土

7.5YR2/1黒色泥炭

5YH1.7/1黒色泥炭

lOYR2/2黒褐色泥炭

10YR2/2黒褐色泥炭

lOYR2/3黒褐色粘震土、 7層よりやわらかい。整地層の上の堆積土

10Y4/3にぷい黄褐色ないし、 2.5GY4/1暗オリーブ灰色粘土。整地層

7.5YR1.7/1黒色泥炭と lOYR2/2黒褐色沼炭に 2.5GY4/1暗オリーフ万:色粘土が少し混入するO

十牟器、木筒、木材加工fJ寺にヰじる木片出ト

7.5YR1.7/1黒色泥炭

10YR2/2黒褐色泥炭

2.5GY4/1暗オリーフ。灰色粘土

22扇
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6 

10 

14 

13 

12 正/
17 

16 

15 

20 

19 

18 

番号|種別器形 特 徴 |(口ω密a) 底(cm径) 器〔じm高~ 11指底数径 指高数径 外度{頃 関版

6 I境恵器! 杯
タ戸iJj P 

口ロ クク ぃロ ナナテデf、イ叩者全ヨ基l車体付転'.b.弟奉糸に計安、譲切刀信治りりE
玉宮、、、

sEE1
答海王笠手。

採宮部日草
t
にこ主場回合い鍛「

ご 1.-;ての~日投あ り、 場 f，j-将 12.5 6.7 3.6 [ 0.53 28.8 34
U 26-1 

7 須恵器 杯 口ロクク口ロゴす テノー
}王手」、 体rH~， 主主主協あり 12.5 5.0 3.4 0.40 27.2 400 26-2 

8 土師器 材;
タ

タ
戸

戸

ー ロ口クク口口ブナず~~- ;.-LEJ り斗口l市うケズリ 11.4 5.4 5.1 0.47 44.7 250 

9 土師器 ネ不 口口クク口口ナナテF

り、 庄装諸官 ~;::盗Eで主 「辰守」 12.9 5.6 5.6 0.43 43.4 260 26-3 

10 土師器 杯 タ内ト径在百百 口口クク 口口ナブ デテ り 10.9 5.8 3.8 0.53 34.8 25
0 

11 土師器 杯 列内L在a;百0: 口口クク口口ナナヂ 紫いJ色..~処r 目 L、王，立ìÍ り 13.7 5.1 4.8 0.37 35.0 33
0 26-4 

12 土締器 杯 ザタヨ宇豆立吾
5.: 口口 クク 口ロナ

ナ 一ア、 一一
宮戸、百巳 あ り 。 13.2 6.0 4.8 0.45 36.3 320 

13 土師器 杯 タ内トE
区百
3 口口クク ロ口ナナ ー

デ
り 12.6 5.0 5.2 0.39 41.2 31

0 

14 土師器 杯 タ内トl
面
zg1: 

口ロククロ口ナ
ナ デ

り 12.1 6.0 4.6 0.49 38.0 25
0 26-5 

15 土師器 杯 タ内ト立面o・
口ロ クク 口口コナト f

デ

l-~ り 14.4 4.4 5.5 0.30 38.1 35
0 26-6 

16 土師器 杯 タ内トEE1I1I:: 口口 クク ロ口ナナテテ:-~@] り 14.1 4.5 5.2 0.31 36.8 35
0 

17 土師器 杯 タ
i
ヌヨト
E
区
B
百

ロロ クク 口口ナナラデ日
f 

ι 斗 り 12.6 5.4 4.9 0.42 38.8 32
0 26-7 

18 土師器 杯 外内面面

ロロロ臼ロ

u

クククククク ロロロロ口ロブナブナナゾ

ヂラ

干

チ

デ
y 

ー>%1;7]':)、 時物質付着 12.3 5.8 4.9 0.47 39.8 33
0 26-8 

19 土師器 杯 外
r
JヨF立f行B-: 山，'':''''7 りり 12.8 4.8 5.1 0.37 39.8 31

0 
26-9 

20 土師器 中不 外Iヌヨ面夜II¥ 炉回転糸切り 14.8 5.9 5.1 0.39 34.4 37
0 

26-10 

23 ggj S D ii話器土遺物什)

。i一一



上師器 杯

土師器 杯

土師器 杯

土師器 杯

土部器 杯

土師器 杯

土師器 杯

土師器 [杯

土師器 杯

土師器 杯

1997 

21 

'27 

30 

外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面 口クロナデ

外内l
出出ー ロロクク口口ナブ

デ、
1

煤
..!.Fl付aムア務r.;; YJり、 煤付着

外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナデ

外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナデ

外国 ロクロナデー回転糸切り 内面:ロクロナデ
タ
F
トヨ夜訂話 口日ク夕口日ナゴ f

デ吟
~り、 在宅去1'1こ平沼事'J-JJ3ゴ:，.Q:7うす 3 ヴザー若干あり

外面 ロクロナデー今回転糸切り 内閣 ロクロナデ

外語 ロクロナデ→自転糸切り 内面 ロクロナテ

外車iロクロナデ〉回転糸切り 内面 ロクロナデ

外面 ロクロナデ〉回転糸切り 内田 口クロナデ

24 S 01145 

i)(i 

uU 

22 

28 

31 

34 

〈2〉

υ 

12.6 5.0 I 5，1 I 0，39 

12，3 5，3 5.0 0.43 

16，0 7.6 6.1 0.47 

13，2 0，33 

12，0 5.4 4.2 0.45 

13，2 5，9 4，5 0.44 

12.2 4，5 4.2 0，36 

11.9 4，7 4.7 0，39 

11.6 5，3 4，7 0.45 

13.6 5.3 1.8 0.38 

14.4 6.0 4.6 0.41 

40.4 

23 

26 

フQ
】 ν

10cm 

35，7 i 31
0 

38，1 280 

40，9 33
0 

35，0 270 

34，0 33
0 

31，0 350 

39.4 310 I 27 -9 

40.5 240 

35.2 32
0 

127-10 

31.9 36
0 
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よりわすか に、長さ約三 111 、本さ lü~出crnの広主砲にの丸太か弓 ip品約出crnで稿に芹jし也

また、その付近の溝の南縁に打ち込む杭も見られる。これらは門の正面の位置角万向に並んで検出され

にあるので、議を渡るための施設の一部であろうと推定される。しかし、これと関連する橋櫛や道路状の遺

は特に検出されなかった。

第23図6(図版 26-1)は完形の須恵器杯で、上半部が灰色、下半部は褐色を呈す。底部切り離しは回

転糸切りであるO 底面に序回し 1線で十字の刻書がある。内外両面に墨が付着し、内面底部が磨滅しているので、

硯に転用したものであろう。 7(図版部ーのも須恵器で、底部切り離しは同転糸切りによる。内部全体に

し、外面の体部にも ある。底面に「麿J ある。 SB 1210南側中央柱掘形など 5

所から出土した破片が接合した。第23図8"-'第25図42は+.1部器杯で、底部切り離しは全て回転糸切りによる 0

8 '" 10は、底部から休部がやや内湾ぎみに立ち上がるもので、 8は底部周縁に回転ヘラケズリによる再調整

を施す。 9(図版 26-3)は底部に f民Jの墨書がある。 11"-'17は口縁部の外反の度合が少なく、体部が直

線的であるが、他は体部が膨らみ、口縁部が外反する。 11(図版 26-4)は内面に黒色処理を施す。第 24

図25は内外両面に煤状の物質が付着しているo 42 (図版 27 16)は内面に同様の物質が付着している。

25図43(図版 27-17)は土師器皿、 44

36 

39 

ある。

38 
37 

40 41 

つdA
せ

同ょ器形 特 f設 (臼CI径n) 底(cm径) 器(cm高) 法指数径 指高数径 外度傾 図版

杯 外商 ロクロナデー今回転糸切り 内面 ロクロナデ 12.1 4.5 4.8 0.37 39.6 31
0 27-13 

37 土師器 杯 外面 ロクロナデサ回転糸切り 内面 ロクロナデ 13.2 4.8 4.8 0.36 36.4 33
0 

38 土師器 1不 外国 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナデ 11.6 5.1 1.1 0.16 35.3 27
0 

39 土師器 杯 外語 ロクロナデータ回転糸切り 内面 ロクロナデ 14.3 6.7 6.2 0.46 43.0 26
0 

27… 14 

10 土締器 杯 外部 ロクロナデ〉回転糸切り 内面 ロクロナテ 12.5 5.4 5.1 0.43 10.8 28
0 

41 土師器 杯 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナテ 13.2 5.3 5.2 0.40 39.3 31
0 

27… 15 

42 土師器 杯 タI村ト区区百吾 : 口口 クク ロロ ナナ fヴ、- 必止2剖犬ムZ励、まラ5ftf切二一乏りな 10.1 5.0 4.1 0.50 40.2 30
0 27-16 

43 L蹄器 杯 タト商 ロクロナデ→[iJJ;P正糸明り 内部 ロクロブラー J .3.2 .5.2 2.9 0.39 21.9 52
0 

27 

タI勾ト箆dUi 口口クク 口口ヅゾ デヂ人 砕煤恒J!状pz;;物r、質ヲ付ロ]おり J 8
0 

44 土師器 藷」込む: 15.0 6.8 9.2 。.45 61.3 

25 ~窓 S 01145 

-39-

( 3 ) 
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I ~ J'-t-Afl r-t 今、 1争 f. f.←ιー一一一-......-.n_1.市 ‘ ，1 吉 、 _". f.rf J_"" 乞ニコ一一τ-・乞ニニコ ~ 

ノト裂征j'，¥J 、ノ守寸づ jjUーし時仏ととじ令ノ守¥片か互支f'i留かり出工した。

摸槌(第 26図 45，図版 28-1) 

ク1)の割材を用い、身と柄が明確に分かれる。身は陸h-面が三角形で、平埋面のほか三角の端部に鼓打によ

る凹みが見られる。

木錘(第 26図46，図版 28-2) 

丸太材を用い、一端を削って尖らすが、他の一端は平坦である O 両方に丸木閣を残し、中央部の半分を両

側から割り込んでいる O

理(第 26図47，図版 28-3) 

割材を用い、頭頂部から刃部に向かつてわずかに騒が狭くなる。刃部を欠損する O

箆(第 26国48，図版 28… 4)

細長の身で、先端を欠く。これをさらに縮く削って柄を作り出している O

挽物(第 26図 490 50，第 27図51"'-'53，図版 28-5， 29 -1 ，.._， 3 ) 

49は高台部で、高さ 2cmある。底面には工具による削り痕、側面にロクロ自が見られる。 50は、低い高

台の付く血で内外両面に黒漆をかける。 51窃 52も高台の付く血、 53は高台の付かない加である。

その他の木製品(第 27図 54，.....，58ヲ第 28図ヲ図版 29.. 30) 54 (図版 29… 4)は薄い板材の一端を柄の

ように丸く削り出す。 55(図版 29ーのは一側縁iこV字状の切り込みを並べるo 56 (図版 29-6)は先端を

細く尖らせる。斎串か。 57(図版 29-7)は柄のある箆状工呉のようにも見えるが柄の身の両側に途中まで

切り込みを入れる。 58(図版 29-8)は薄板の両側にV字状の切り込みを 1箇所づ、つ入れる。両端欠損。 59

(図版 30-1)は細長の材の両端を両側から削って細くする。

容器の把手か。 60(図版 30ーのは断面が楕円形となるように全体を首初、先端も箆先状に丸く加工する O

上部折損。 61(図版 30-3)は材の一端を丸く加工するo 62 (図版 30-4)は長さ 58cm、!幅 18.2cmのスギ

板で、南側から 7cmの幅で相対する挟りを入れる。

絵馬(第 29図 63，図版 30-5) 

調査区東端の溝底部から出土したもので、横 18.5cm、縦 9.6cm、厚さ 0.5cmの長方形のスギ板に、暴で馬

の側面像を描く。分断されて 3片が残るが後肢部分を欠く。上部中央に小子しがあり、紐で懸け吊したか、釘

で打ち付けられていたと考えられる O 塁線は板面よりも盛りょがっている O 足は左向きで、右の前肢を上げ

ている。たてがみは太い線で描くほか、細い線でも l本づ、つ描く。背には鞍が乗り、 2本の手織も表現する。

{本音誌に斑点があり、尾は少し上に上げる。木目に沿って割れているほか、木日に直交する方向や釘孔を中心

に折れていることから、意図的に破損して溝内に捨てたものと考えられる。

このほか第 86'"'"'89号木簡が溝最下層から出土した(付編参照)。

(4 )木 道(巻首図版 3ぺ，図版 13G 19) 

⑦ S X 1202 

角材列の南にあり、その内側を歩行するための木道である。角材列は櫓状建物付近の東では門に向かつて

弧を描いているが、建物付近から西では直線状となっていて、この木道もそれらと同様の形状をなす。

材木は腐食が激しいが、弧状となる位置では長さ 3.1mのものが最も長く、 IIJ量は 25.-..-30cmあり、幅約 30

cmの翼穴が凹みとなって残っているものが 3本ある G 覧穴のあるものは外郭線角材からの転用材であろう。

部分的に 4列になっている所もあり、ここでは木道のi揺が1.5mほどとなる。

45 
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46 

48 

認題圏踏渉

47 

50 

45 49 

番号 積日'J 特 徴 長(cm在) 
申国

摩(cmさ) 図版(cm) 

45 横槌 身は断面がニ角形で、ニ角の端部に殻打による凸みがある O 33.0 7.5 7.2 28-1 

46 木錘 一端を削って尖らす、中央部の半分を両側から削り込んでいる O 10.1 4.5 4.1 28-2 

47 模 刃部破損。 13.3 5.4 3.5 28-3 

48 箆 細長で先端を欠く。 8.9 2.8 0.6 28-4 
，19 投物e品台 底面にこ仁呉による削り痕、制聞にロクロ自がある。 7.0 7.0 2.0 

~塑!jo/J.血 低い高台が 内外両面に黒漆塗り。 II-i様1.0 i附 7長7 0.6 28-5 

26図 S 01145出土遺物 (4)

兵士i



払田榔}跡調査事務所年報 1997

51 

55 

¥ I 

三言言昌吉

27函 SD i i45 

Aワ
ーヱム」

56 

につ
J 〆
V~ 

¥ i 1 ¥ 

~ 

組聾

組盟

( 5 ) 

~~/i 

， 
s ， ， 

メ?¥

一一一 日汽



〈号〉

59 

ヒ二二二ブ

主主臨ミヌ 611~ 墓古主主

，、 γ

\_~.17 

uγ 

野 L~ 0主題 2Z

19 

09 

6g 



払田端跡調査事務所年報 1997

円

J
C
り-

W
H川
げ
い
い

o 5cm 

29図 S 01145出土遺物(7 ) 

材木の下には、これと産交するように5]IJの材木が入れられている。元来泥炭地で地盤が軟弱である上に、

S X1206の掘り込みの上をこの木道が通っていて、いっそう軟弱であるので、木道の沈下を防ぐために採

られた措震であろう。本道が直線状となる調査区の西方では SX1206の北を通っているので、そうした措

は施されていない。また、この付近での木道は明確に 3ヂせになっていてそのi隔は約 1m、D期角材列との

距離は 5.5"""'6mである。

外郭北内の調査区内では材木が見られないので、この木道の東端が門lこ取り付く位置の状況は不明である。

材木は十和田 a火山灰層に覆われているので、火山灰降下よりは古い時期に作られたことが明らかであるO

火山灰はC期角材列の存続期間中に降下しているので、木道の転用材そのものはA期またはB期のものを使

用していることになる。しかし、 A期角材列は建て替えにあたって抜き上げられることなく布掘り内に残存

しているので、 B期角材列からの転用と考えることができ、したがって、この本道はC期角材列に伴って作

られ、 D期角材列の時期にも引き続き使用されていたと考えられる。

(5 )土坑

① S K 1204 (第 30図，図版 20)

櫓状建物と SDl145溝の間にあり、長勅1.7m、短軌1.55mの楕円形で、深さは 25crnある。底面はおお

よそ平坦で、壁はなだらかに立ち上がる O 火山灰層を切っており、火山灰降下後の遺構である。 H音葉排水溝

によって切られてしもる。

木製品が 2点出土した。第 31図64(図版 31… 1)は;需を側面から削って細くする。模であろう。 65

(図版 31-2)は台形状の身に京郎、柄が付く。上部は鋸によって切断されている。

② S K 1205 (第 30図，悶版 20)

S KI024の西に並び、長軸 2.3m、短i袖1.95mの楕円形で、深さは 35cmで、ある。中央部が最も低く、

はなだらかに立ち上がる。火山灰が底面に堆積していて、火山灰降下時には存在した遺構である。

木製品が 1点出土した。第 31図66(図版 31-3)は台形状の身に細い柄が付く。

③ SK1211(第 30園，図版 21)

角材列の内側、櫓状建物と重複する

検出面より 38錦、底面は平唱で、

にある。長軸 l.1m、短輪 O.9mの

ち上がる。

に長い略方Jl;で、深さは

一-Ll.，1 
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H=35.20m一一 、i、ーハ
υ
つ
}

-hu 
つJ一一I

 

rトム

1 10YR1.7/1黒色土
2 lOYR2/3黒褐色泥炭、植物を多く含む

3 10YR4/3にぷい黄褐色火山灰

1 10YR2/2黒褐色土

2 10YR1.7/1黒色土

3 lOYR2/3黒褐色泥炭、植物を多く含む

4 10YR3/2黒褐色土

/JJ
不ー

SK1211 
SK12i 2 

H=35.()()m一一

1 7.5YR3/2黒褐色土

2 10YR2/1黒色土に 5GY4/1暗オリーブ灰粘土、

7.5YR1.7/1黒色土混入 1 7.5YR2/1黒色土に 2.5GY4/1
暗オリーブ灰粘土が少し混じる

2 7.5YR2/1黒色土よりも 2.5GY4/1
階オリーブ灰粘土が多く混じる

3 lOYR2/1黒色土に 2.5GY4/1
暗オリーブ灰粘土が上方東寄りに混じる

4 10YR2/1黒色土に 2.5GY4/1
暗オリーブ灰粘土が下方に少し混じる 。

1m 

30 ~室 S K 1204 • 1205 • 1211 • 1212 

..rー
モi:u
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ミ員長 1212(第 3u凶， 図版 16)

S K1211の西約 3mにある。長軌 1.30m、短紬1.20mの略円形で、深さは検出面より 62cmあり、底面は

で、壁は西側のみ幾分傾斜して立ち上がる。 SB 1203櫓状建物の副委柱の掘形を切っている。

遺構上部から完形の須恵器杯が l点出土した(第 31図67，図版 31-4)。底部切り離しは回転糸切りで、

底面に「伴」の墨書がある。

64 

吾妻

67 

( 6 ) 

① S X 1206 (第 15 22図，図版 21)

65 

31関

霊童委

¥斗

りじ

櫓状建物の東側と南側にある溝である。東側の溝は長さ 6'"'-'8m、11I高約 2.5m、深さ 40cmあり、北端は角

材列に達している O 南側の溝の長さは少なくとも約 12mあり、西端は調査区外に及ぶ。 11I員約 2.8m、深さ 4

Ocmで、ある。 SX1202木道の下は掘り下げができないが連続して逆L字形となっているものと思われ、昨年

の櫓状建物の西側と東側を区切る SX1192とは外郭北内を中心として左右対称の形になっている。

講底は平坦で、最下層に泥炭と灰色粘土が混じる土層が堆積し、南側の溝ではその上を櫓状建物の創建時

-46 
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70 

73 

A
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75 

76 

番号 種別 器形 特 徴 (日m程) 底(cm径) 器(cm高) 底指径数 指高径数 度外傾 国版

68 須恵器 杯 タF匂ト回夜百 口口 デククク 、ロ口口柿ナヅナ日のデテデ'ーー渋斗付阪到i転着!ifiミへへ 7 切り 、 体制，i2!tioc::諮造性 「門」 カ 12.4 7.8 4.0 0.62 32.2 26
0 

31 5 

69 須恵器 キ不 外ロ部クロ:ナ口 7 切り、柿の渋付務、底聞に盤整宰 1-.1きま」 12.6 6.5 3.6 0.28 28.5 27
0 31-1 

70 須恵器 キ不 タ内ト在I針百 ー 口口クク ロ口ナナラテ、 り、 1底的"ilc::綴苦手主 「宅j 13.8 5.8 3.7 0.42 26.8 34
0 

31 2 

71 土師器 キ不 タ内ト閣蕊7 口口クク ロ口ナナデデー、'煤限j付!j!.r:お............7奴}り、 医EITrHこ祭主祭F，.w，J 31 3 

72 土師器 杯 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナデ 12.4 4.8 4.9 0.38 39.5 26
0 

73 土師器 杯 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内部 ロクロナデ 13.4 5.1 5.3 0.38 39.5 29
0 

74 土締器 聾 タト面 ロクロナデ、服部の下方へラ削り 内面 ロクロナデ 21.6 31 4 

75 

主土jf伝工ヨ忍F師1主3暑石器見さま

事t箆し 外而 クナデ内面ロクロナデ 14.8 10.8 14.1 0.72 95.2 31 -5 

76 議 通出J~r' ノ，-， 明i1tY.o i*lilii3::{2七1.-黒

32菌 SX 1206 、、FJ
anzsB 

f
z
t

、
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33図 S X 1206出土遺物(2 ) 

に施した整地層が覆いながら溝内に落ち込んでいる。したがってこの遺構は創建時の遺構である O 土層断面

では、溝の上方に堆積する火山灰層がそのわずかに下に凹んで堆積しているので、火山灰が降下した 10世

紀前半にもごくわずかに凹んだ状態となっていたと考えられる。

ら須恵器、土師器、第 83'"'"-'85号木簡(付編参照入木製品のほか、木材加工時に生じる木片、広

葉樹の幹などが出土した。しかし、 SXl192と比べそれらの量は少ない。

32民68r'，"， 70は須恵器;杯である。 68(図版 31-5)は全体が灰色で硬く、底部切り離しは回転ヘラ切り

で、体部に逆伎に「門」かと考えられる墨書がある o 69 (凶版 32-1)は全体に灰色で硬く、

ある。遺構の最下層から出土した。 70(図版 32-2)は全体が灰黄褐色であるが硬く、底部切り離

しは回転糸切りによる。底面に「宅」の墨書ーがある。遺構内堆積 i:の中ほど、火山灰岩に近い位置から出土した0

71~73 は褐色を呈する土師器杯である。 71 (図版 32-3)は底部切り離しが回転ヘラ切りで、底市iに

あるo 72は底部切り離しが回転糸切りで、体部が丸みをもって立ち上がり、口縁部の外反は

ほとんどない。接合した破片中に整地層から出土したものがある。 73は底部切り離しが回転糸切りで、溝

内堆積土の上方からの出土である。 74(図版 32-4)は長胴警でロクロ成形後、 ド半にヘラケズリを施す。

口縁部が鋭く外反し、仁i唇部が立ち上がる。内面に稲籾の圧痕がある。火山灰層よりも下から出土した。 75

(図版 32-5)は小形の護で、全体が淡い灰黄褐色を呈し、底部周縁に回転ヘラケズリ調整を施す。遺構内

に溶ち込んだ整地層の下から出土した。 76(図版 32 6)は須恵器の破片で、内面lこ墨が付着し、ア

が磨滅しており、転用磁である。第 33図 77(図版 33-1) 縦 35.5cm、横 25.5cmの大きさである。

に布百痕、凸屈に格子叩き呂があり、小口頭や長!J縁iこへラケズワ

ヰえ



第 5章第 112次調査

木製品には以下のものがある。

(第34関78e 79，図版33-2"3) 

78は芯持ち丸太材から作り、身と柄は明確に分かれる。身よりも柄の方が長く、身の

てわずかに凹んでいる。 79は身のごく一部が残っているので、横槌の柄と思われる。

(第 34図80，....__84，第35図85o 86，国版 33-4，....__6，34-1，....__4) 

が敵打によっ

スギ、広葉樹の割材を用い、片面から刃部を作る。刃部は 80 82のように薄いものと 81 86のように角

張って厚みのあるものとがある。 86の頂部は鋸による切断痕が明確に見られる。

(第 35図87，図版34-5) 

芯のある丸太材を用い、一方に丸木面、他方には樹皮も残す。材の中央部に向かつて両方から円錐状に削

り込む。

35間88ラ図版35-1) 

椀で、偏平な底部から{本部が内湾して立ち上がる。 りで、内面を黒色に塗る。

(第35図的---91，図版35-2，....，_4) 

89は蓋で、高得 16.5cillあり、 1;草皮結合は 4笥所で、外縁を薄く出る。 90も

るだけであるが、恐らくは 4箆所と准定される。側板の浪1M;が残る。 91は底板で、

よび釘穴が少なくとも 3箆所に見られる。

(第36図92，....__97，図版 36-1) 

8本出土したが、すべて折損している。

(第 36関98，図版36-2) 

は 1

16.0cmあり、主I

と同様に細く加工するが、全長が 37cill あるので箸とは思われな ~ìO ほぼ向じ太さの両端が残る。

(第 36図99"-'101ラ図版 36 3 ~ 5) 

99は全長 36.1cmあり、頭部が平坦で先端は細く尖る。 100は全長 24.3crnあり、頭部は平坦で先端は細く

尖る。 111は両端が折損しているが、両端とも結くなる。

そめ勉め木製品(第36図102，....__ 105，図版 36-6"-'9) 

102は断面が方形で、両端を削って細くする。 103は断面が円形で先端を丸く削っている。 104も断面が

している しだいに細くなる。 105 2L8crn、fIl詰 4.5c盟、 1.7 crnあり、

る。

37"-'431泣 i刻版 36'"'-'40)

( ) 護憲器第 37~盟 106 '"" 109は杯で、いずれも 底部切り離しは 106づ07が回転ヘラ

切り、 108が回転糸切りによる。 106 (図版 36- に「新j 109 (図版 36 の体部に

と思、われ、 i高台が付く。内面 と塁、底部外面 る。

(の こと部器 第 37図 111~118 、第 38 ，__， 40 図は杯で、底部切り離しは回転糸切りで、無認整である0

111 '"""'125は、ごく少し膨らむ体部が内湾ぎみか直線的となって、口縁部はほとんど外反しないo 113 (図

版 37-1)の体部には「北門Jの墨書がある。外郭北円の正面付近から出土した。 114 (図版 36- は体

に「厨」の墨書がある。 115 (図版 37 2)は内面に漆が厚く付着しており、漆を入れた容器である。

面に「吉jの墨書がある。 118には内外両面に墨が付着する。 124 (図版 37-6)は高台が付去、内面

J努角材の上から出上したが、 A期布掘りに伴うものではない。

49 
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告

92 

魯

95 

番号|種

92 箸

93 箸

94 箸

95 箸

96 箸

97 箸

98 箸状・製品

99 串

100 串

101 串

102 不明

103 不明

104 不明

105 把手

告

93 

思

96 

号

94 

e 

97 

折損。崩匪!を縦に削り調整。

折J員。周囲を縦に削り調整。

折損。周囲を縦に削り調整。

折損。関西を縦に削り調整。

折f員。閥閤を縦に詩Ijり調整。

折J員。 I司閣を縦に削り調整。

ほぼ同じ太さの両端が残る。

頭部が平坦で先端は紬く尖る。

頭部が平坦で先端は縮く尖る。

I.d 

曾
母 99 

98 

南端が折損しているが、両端とも細くなる。

断面が方形。両端を削って細くする O

断面が円形。先端を丸く削っている。

断rmが楕円形。両端が欠損。

容器の把手か。

36毘 SX i206 

ζ ワ
ミJιJ

103 

§ 

100 

101 

欄
102 

104 

105 

長¥，cmさj (1c1呂m) 厚(cmさ) 

17.1 U.5 0.4 36-1 

12.1 0.6 0.5 36-1 

1l.0 0.6 0.6 36-1 

11.0 0.7 0.5 36-1 

9.3 0.5 0.5 36-1 

14.2 0.6 0.4 36-1 

37.1 0.7 0.6 36-2 

36.1 1.5 0.9 36-3 

24.4 0.8 0.8 36-4 

27.4 0.8 0.8 36-5 

29.1 3.3 3.4 36-6 

10.7 1.2 1.2 36-7 

6.8 .8 1.8 36-8 

( 5 ) 
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109 

112 
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108 

110 

113 

番号 密主IJ ~J0 出土地盤層位 ヰ司令 章生 〔口c恐径) 底(c恕怪) 器(cm高) 指底数径 指高数誼 外度傾 図版

106 須恵器 ネ不 MI-I20整地層の下 外I村夜出11:口口クク口口ナづデテ'ー官山古 7 切り、 1底的jに盛合 「新J 14.0 9.4 3.8 0.67 27.1 24
0 36-]0 

107 漬恵器 ネ耳、 MI-I10整地層上部 外部 ロクロナデ→回転へラ切り 内面 ロクロナデ 12.4 7.0 2.8 0.56 22.5 30
0 

108 須恵器 杯 MI-I17火山灰下泥炭 タ内ト在在吾j] 口口 クク 口口ナナテデ伊-、 築基付山f着..... "，J り 14.0 5.3 3.9 0.37 27.8 34
0 

109 須恵器 杯 M 1 17火山灰下粘土 外面 ロクロナデ→体部に墨書f口」内面 ロクロナデ 36-11 

110 須恵器 長頚壷 M 1 17布掘りその他 外内活部1::口口クク口口てづf デ、-沼煤市?云期へ状ラ切のりも、の漆付者が m塁間に付着
10.8 0.9 

111 土師器 ネ不 ML11火山灰より上 タ内ト夜夜I討I:: 口口 クク 口口ナナテデ ~り、 口最善王宮f!lに宥白老刃ff主主 12.4 4.7 3.8 0.37 30.6 37
0 36-12 

112 土師器 杯 MG17火山灰より上 タタ内内もト涯夜面I釦話t1:ー 口口 クク 口口 ナナデデP一、 品円斗幽山削/，、 刀ー刀が長りり付、、毛号車f本、勺斗滋政三1う官4こまjl護にに連高先警hFZまf芯「jり玉j野ヒあP守りj 12.5 5.0 1.1 0.10 35.2 29
0 36-13 

113 土師器 杯 M 1 10整地層上部 口口クク 口口ナナ fず.v- 12.9 5.2 5.1 0.40 39.5 26
0 37-1 

114 土師器 杯 M 1 18整地層その他 タト面 ロクロナデ→体部に墨書「蹄J内詣・ロクロナデ 36ーは

115 土師器 杯 MF17火山灰下泥炭 外内面部 口口クク口ロヅナデデ、ー約回転%糸位切までり、漆IがE儲付"者に猿轡 「τ古 J 12.4 5.7 4.1 0.45 33.0 32
0 37-2 

116 土師器 杯 MC14火山灰のすぐ F 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナデ 12.4 5.0 4.5 0.40 36.2 34
0 

117 上師器 杯 ML12火山灰より上その地 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナテ 11.9 5.6 4.6 0.47 38.6 31
0 

118 i土師器 i杯 MG18火山灰直土 外面 ロクロナデ、翠疲あり 内面'ロクロナデ、墨接あり 12.4 

37菌 ‘、E
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124 

125 126 

127 

三と/
128 129 dグ

132 

番号 I~重別 i 器Jf; 出土地 a 贈位 特 徴 I諜) 底(crn探) 器(crn高~I 指底数径 高指数径 主1Xm観~ 図守7 版3 
119 土師器 杯 M J10火山灰上 外面 ロクロナデ→回転糸切り 1)ヨllii ロタロナデ 12.2 5.6 4.4 1 0.45 36.0 

120 土師器 杯 M J10火山灰上 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナデ 12.8 5.5 4.5 0.42 35.1 32
0 

121 土師器 杯 M 1 17火山灰直下整地簡 外面 ロクロナデ》回転糸切り 内面 ロクロナデ ]2.6 5.4 4.7 0.42 37.3 32
0 37-4 

122 土師器 杯 ML14火山灰上 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナデ 11.2 3.8 3.9 0.33 34.8 35
0 

123 土師器 4不 MK15暗渠 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内部 ロクロナデ 13.1 5.4 5.1 0.41 38.9 34
0 37-5 

124 土日前器 高台付杯 MH12西から捌自の角材lこ密着 タi対ト立立豆豆 : 口口 クク 口口ナナテfFJf、 議l豆1L42伝己長主L宅L匂EE]り 19.2 9.2 0.40 47.9 37-6 

125 土師器 杯 MK10火山皮直土 外部ロクロナデ内面ロクロナデ 11.8 

126 土師器 杯 M 1 18火山灰上@下整地層 外商 ロクロナデ〉回転糸切り 内面 ロクロナデ 12.6 4.0 4.8 0.31 38.0 30
0 

127 土師器 ネ不 M J10火山灰上 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナデ 12.1 5.5 5.3 0.45 43.8 38
0 37-7 

128 土師器 杯 M 1 18D期整地層の上 外臨:ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナデ 4.7 5.1 0.37 40.1 30
0 37-8 

129 土師器 杯 MJ09火山灰のすぐ下 外商 ロクロナデ→自転糸切り 内面 ロクロナデ 5.8 4.6 0.47 38.0 27
0 37-9 

130 土師器 杯 MIll火山灰上 タト面 ロクロナデー今回転糸切り 内面 ロクロナデ 12.7 5.1 4.6 0.40 36.2 33
0 

1:31 土師器 初; MIll火山氏上 外出 ロクロナデ岨イ豆!!転転糸糸切切りり 内田 口クロナデ 12.2 5.3 4.8 0.'13 39.3 31
0 

132 土師器 手不 MHll:kLlJ灰下整地震上部 外面ロクナデ 内面ロクナデ 6.0 I 4.1 I 0.49 I 33.8 I 230 

38 g塁 ( 2 ) 
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134 135 

47 
136 

139 141 

144 

146 

番号 種別 器形 出土地 e 層位 特 徴
{口、CI径Iij ij 震¥_cr援n) 器¥_crn高j 底指数経 高指数径 度外{頃 図版

133 土師器| 杯 M 1 17D期整地層!二 外開:ロクロナデ→回転糸切り 内閣 ログロナデ 11.5 4.8 I 4.2 0.41 36.0 35
0 

134 I土師器 杯、 ML16火山灰より上その地 外面 ロクロナデタ回転糸切り 内面 ロクロナデ 12.6 I 5.0 5.2 0.39 I 41.2 31
0 37-10 

135 土師器 杯 MK10火山灰の下その他 外内面部 口口クク口口ナナラテFヘ m回漆転{，J糸務切り 12.3 5.1 5.1 0.41 41.5 280 

136 土師器 杯 M J20火山灰陸上 外四 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナテ 13.1 5.5 4.5 0.41 34.4 36
0 37-11 

137 j二郎器 杯 M 1 10火山灰上その他 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内部 ロクロナデ 12.6 4.1 5.0 0.32 39.7 40
0 37 -12 

138 土姉器 杯 M J10火山灰上 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内顕 ロクロナデ 12.5 5.0 4.7 0.40 37.6 35
0 37-13 

139 土師器 杯 MK15暗渠 外語 ロクロナデ〉自転糸切り 内部 ロクロナデ 11.6 4.1 4.8 0.35 41.3 35
0 

140 土師器 杯 MH12 2層火山灰下 外関 口クロナデ→回転糸切り 内閣 ロクロナデ 12.8 4.7 5.7 0.36 44.5 280 

141 土師器 杯 Mlll火山灰上 外商 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナデ 12.5 5.1 5.0 0.43 40.0 30
0 

142 土師器 杯 MK13火山灰上 外商:ロクロナデ→回転糸切り 内顕 ロクロナデ 14.1 4.8 5.6 0.34 39.7 36
0 37-14 

143 土師器 杯 M 1 13 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内部 ロクロナデ 12.9 4.6 4.8 0.35 37.2 370 38…]  

144 土師器 杯 間Hl1火山灰上その他 外商:ロクロナデ→回転糸切り 内部 ロクロナデ 12.0 4.6 5.1 0.38 42.5 310 

145 土師器 杯 M J09火山灰下 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内閣 ロクロナデ 12.8 6.4 4.3 0.50 33.5 39
0 

146 土師器 杯 M J 13火山灰底上 外面 ク ナテー・回転糸切り i今回 ロクロナデ 12.4 54 4.9 0.43 39..5 34
0 

147 土師器 杯 MK12火山灰より上 外面 ロクロナデザ回転糸切り 内面 ロクロナデ 13.8 5.1 5.5 0.36 39.8 36
0 38-2 

39額 ( 3 ) 
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RJ王ヌ
149 

153 

f 
154 155 

157 

3台~τI=lミF 麓J.J1j 出土地ー層位 特 霊長 (!コcm箆) 成(cm箆) 
苔q(吾ロc円mI司吉〕 鼠指数径 高指数径 外度傾

148 土師器 手不 MK12火山灰上 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面 1コクロナデ 11.4 5.0 4.9 0.43 42.9 I 260 

149 土師器 杯 MH15火山灰上 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナテ 11.8 4.8 4.6 0.40 38.9 310 

150 土師器 杯 M 1 16火山灰レベル 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナデ 13.8 5.0 5.3 0.36 38.0 370 

151 土師器 杯 Mlll火山灰上 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内酉 ロクロナデ 13.2 4.6 5.4 0.34 41.2 320 

152 土師器 手不 MHll 1層 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナデ 12.8 5.1 5.0 0.39 39.0 300 

153 土日市器 キ不 Mlll火山灰上 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナデ 12.4 5.3 4.1 0.42 33.0 35
0 

154 土師器 ネ不 M 1 17火山灰下 外部 ロクロナデ→回転糸切り 内酉 ロクロナデ 14.0 5.4 4.5 0.38 32.1 420 

155 土師器 杯 M 1 10火山灰ヒ 外部 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナデ 12.2 1.3 1.5 0.35 37.2 110 

156 土師器 杯 M J 17火山灰上 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内部 ロクロナデ 11.6 5.1 5.7 0.43 49.1 260 

157 土師器 杯 M 1 17火山灰下 外面:ロクロナデ→回転糸切り 内詣:ロクロナデ 14.2 5.0 4.3 0.35 30.2 430 38-3 

158 土師器 杯 M J15角材列 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面:ロクロナデ

11112232897144557 6 5 5 

4.6 0.31 35.6 I 350 

159 土師器 杯 MK16暗渠 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面:ロクロナデ 5.3 0.38 43.8 I 300 38-4 

160 二十郎器
杯杯 MM ML11R9'k 2"屑1/石ト タ外F守ト立面的1j1 ク ナヲ ，F1凶E'.]転'!I:i長糸宅七切刀りり 内出a ロクロナデ

4.0 0.44 31.4 I 400 

土師器 : 
口口ケク口口ナ

ブ 、 r、ラ ミヅゴヰL

4.4 0.39 31.8 I 410 38-6 
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167 

169 

番号 藷別 器形 出土地・層位 特 fIま 〔口CI径n) 底(cm径) 器(cm高) 底指箆数 指高数径 度外傾 図版

162 土師器 服 M 1 17.18火山灰上・下 外語 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナデ 13.6 5.8 3.2 0.42 23.5 540 38-7 

163 土師器 血 M 1 13角材列布掘り上方 外面 ロクロナデザ回転糸切り 内閣 ロクロナデ 11.7 5.6 2.9 0.47 24.7 58
0 38… 8 

164 土師器 組 Mlll火山氏上 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内部 ロクロナデ 11.1 4.5 1.6 0.40 14.4 66
0 38… 9 

165 土師器 杯 M 1 10火山灰上 ヨ17，-.1口=<ク治会?口ナデ 内面:口クロナヂ 38-10 

166 土師器 手不 MH12火山灰下 ヨ" 阻ロ世クロナテ f今立ii: 口クロナフア

167 土師器 箆 M J 10火山灰上 口クク口ナナヂデ司下部， 6cm躍の所までへ'71切り 18.6 8.8 21.8 日土立:亡7 口

166 

亡
168 

ヰ?霞 (5) 
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170 

革論亘2

171 

「ひ
門

r
・8

1
i
 

.~ 

由
祭器璽語

172 
伝言毒害S

173 

f 

ζ~ 

内川一

174 

176 

番号 種別 出土地・層位 特 徴
守長(cmさ8 ) 

幅
厚(cmさ) 図版(cm) 

170 曲物 MF19火山灰謹下 鑑の鰻り合わせ 1箆所、!底板lと8箇所の釘。側板の綴じ合わせは 2箇所。 高13さ，<1 0.4 39-1 

171 斎串 μ恥く在けミ主UJE3宇す4叩 3ぐYリ}ご 圭頭。両側からの切り込み 3回。 20.7 2.2 0.4 39-2 

172 斎串 火L山N灰二2 J蕗 圭頭。 15.6 1.9 0.4 39-3 

173 斎串 火M 山J灰15主のtjキすオヲぐリ…ド 頭部破損。 16.2 2.2 0.4 39-4 

174 車状木製品 M J 16 頭部破損。先端を尖らす。 25.0 3.8 1.2 39-5 

175 不明 MF18 円形の休部から下部を捜状lこ加工する。 16.'1 9.0 ，1.0 39-6 

fl月 M J 18整地層 蟻の形状で、先端は王手ls.。 13.6 7.3 2.2 39-7 

ヰ2爵

r口
電11'¥

(6 ) 



第 5章第112次調査

177 

昌
~ L.，_J 

178 

毒

if!}) 

180 

179 

番号 種目IJ 出土地@層位 特 徴 長(cmさ) 
申高

厚(cmさ) 圏版
(cm) 

177 不明 MF18 鎮の形状で、上部は鋸によって切断。 14.3 6.3 2.9 40-1 

178 不明 M J 16火山灰上 鋤の柄部分に似る。部材か。 20.8 13.8 4.5 40-2 

179 不明記;伝日ごの花田日 断|由が楕円形で 2簡所に山形の突起がある。 29.5 6.0 ! 2.7 !j()-:"3 

180 i不明 IMN18 制緩を粗く削る。 苓器の葦か。 28.8 9.1 1.4 

第 43 ( 7 ) 

-59-
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で、底部切り離しは回転糸切りで無調整である。 162 (図版 38… 7)は火山灰層の下、 163 (図版 38-8) 

は角材列布掘りの i二部から、 164 (図版 38 10)は火山灰層よりもよから出土した。第位図 165 (図版38-

11) "166は杯の破片で、体部にそれぞれ墨書がある。 167 (図版 38-11)は土師器護である。ロクロ成形

で、腕下部に手持ちヘラケズリ調整を施す。底面の胎土中には砂が多く付着する。外郭北円の正面付近から

の出土で、土器内に砂と小粒の石が充満していた。

(3 ) 瓦 第41図 168 (図版 38-12) は平瓦で、凹面に布目痕、凸面に格子叩き自があり、側縁と凸

面の側縁にへラケズリ調整を施している。 169 (図版 38-13)は丸瓦で、凸面は無文、凹面には布目痕があ

る。

(ヰ) 木製品 第 42函 170 (図版 39-1)は円形出物で、農径 18crn、高さ 13.4crn、簸の綴合わせは 1

笛所、底板に 6笛所の釘を打つG 側板の綴じ合わせは 2箇所で、内面の全体に縦平行線のケピキを入れる。

S X1206の tに堆積した火山灰層の直下から出土したので、この遺構に伴ったものではない。

171 ~173 は斎串で、 171 (図版 39-2)は両側からの切り込みが 3回ある。 174 (図版 39-5)は串状の

製品で、先端を両側から削って尖らす。 175(図版 39 6)は円形の体部から下部を!福 2.5cmに結く加工し、

さらに模状に両面から刃部を作る。 176 (図版 39-7)は鎮の形状をなし、先端は平坦であるの細く基部を

作り出す。

第 43図 177(図版 40-1)もこれに似た形状で、上端は鋸によって切断されているo 178は(図版40-2) 

頂部を丸く削り、中央部に縦 7c虫、横 5.5crnの方形の孔をあけ、その下方を両側から削って綿くする。鋤の

柄部分に似るが何らかの部材か。 179 (図版 40-3)は断面が楕円形で、 2笛所に山形の突起がある。 180

(図版 40-4)は全体としては楕円形となり、側縁を粗く削る。容器の蓋か。

第 3節 小結

( 1 )角材91HこっL

外郭北内の西側角材列に 4期あることが確かめられた。門の東側角材列や東西南北4門も 4期あるので、

外郭線区磁施設全体に 4鶏の造営があること となった。

門東側の状況と同様に、残存する角材はほぼA期と D期のみで、 B"C期角材は抜き上げて基部の国定や

木道に転用している。また、一部ではあるがB"C期角材列の布掘り間に距離があって、 B期角材列から C

期角材列に建て替える擦に{立置を南に移動しているのも東側角材苅の状況と向じである。このことは、

111次調杏においてC期の外郭北門がB期建物よりも南に1.2'"'"'1.5m移動していることと符合し、 C期には

門を南に移動した結果、東西角材列も南への移動距離が大きくなったのであろう。

倒壊したD期角材の上部に賞穴のあるものが 1本あり、地下部分の長さを合わせると全長 4.70mとなる。

昨年検出した全長 4.60mのそれに近い長さとなり、角材全体の長さが追認されたことになる。軟弱地盤で

あるので角材自体の沈下も考慮に入れると、地上部分の高さはやはり、 3.60m前後であろう。

外郭の門の場合、角材列が内側に八の字形に入り込んだ位置に門が取り付く。 門の両側の、東西方向とな

る角材列を直線で結び、門の正面までの距離を測ると、 D期の場合は北西隅柱で 13m、北東隅柱で 15m内

側に入り込んでいることになる(第 44図)。また、 D期角材列から SD 1145講中央までの距離は 6.5~ 7 m 

である。

一部一一
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外郭北門

第科闇

( 2 )議校建物と SX 1206 rこっL

櫓状建物は内東側と同じく 7期の造営がある O 各時期の建物をA"-'D期の角材列に対応させると、埋土に

火山灰を含む SB 1210が最も新しく、 D期角材列に対応することが明らかである。角材列の内側に構築さ

れる SB1203A"Bが最も古い建物であるので、これがA期、角材列をまたぐ形となって、桁行が 3間とな

るSB1207 A BがB期、残る SB 1208 .. 1209がC期にそれぞれ対応するかと推定される。門の東側の櫓

状建物とは基本的に同様の変遷をたどることができる。また、 同日出 a火山灰降下後は l時期しか建物が存

しない。東西両側の櫓状建物の距離は、 D期建物の梁行中央の柱で測定すると 42.0mである。

これら櫓状建物の創建段階の遺構である SX1206は、昨年検出した同様の遺構である SX1192に対応し、

門を中心として左右対称となる。木簡や木製品、廃材などの投棄は SX 1192に比べ、

なく、この点がSX 1192の状況とは異なる。

(3) 5011持議jこっL

角材担!の北に平行する SD 1145溝は門の正面でも直線的に西に延びている。

はるかに少

外郭北門の北方には、外柵北内に速なる道路状の遺構や、それに伴って溝に架かる橋の存在を予想したが、

それらの明確な遺構は見られなかった。しいて取り上げるとすれば、溝の底付近に見られる 3

丸太で、全体の幅はわずか 60cmであるが、初期の段階で簡単な橋を架けたものであろう。海内や付近lこ打

ち込み杭があることからも、太い橋脚を用いない形で架設した橋の上部構造の一部かと推定される。

さらに、円の北方の位置に限って火山灰層が細かく途切れて溝の下部にまで達している状況から、 10世

紀段階には橋の施設はあえて設けずに、半ば土が堆積して浅くなった溝を徒歩渡るといったこともなされて

いたことを示すと考えられる。外郭南内と外榔南門との聞における橋のあり方とは様相を異にしている。

(ヰ)外郭北門を広告心とする

これまでに調査した外郭東 e西@南内では、道路や地形上の制約から、円両側の区画施設のあり方が必ず

しも明縫ではなかったが、第 107 J-
」ー により、外郭北門においてその状況が初めて明かとなっ
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期 外郭線B期 外郭線C期 ;外郭線D期

年輪年代 801年 907 

S X 1192 

材列 S A100A S A1100B S A1100 C i S A1100D 

櫓状建物 S Bl189A B S B 1188Aード2 S B 1188 B C i S B 1188 D 

木 道 S X1191 

S X1180 

S Xl190 
溝 S D 1145 

S X1206 

角 材 列 SA1201A SA1201B S A1201 C i S A1201D 

号西側3 櫓状建物 S B 1203A害ち S B 1207 A " B S B 1208ぺ209i S B 1210 

本 道 S X1202 

十和田 a火山灰降下

た。外郭北内を中心とする と、それに伴う権状建物には、 lこ4五号、 に7期

あり、 は東西両側で基本的に同様の変遷を示す(第 5表〉。

外郭線A拐には角材列の内側に接するように東側に SB 1189、西側に SB 1203檎状建物が建てられミそ

れぞれ1回建て替えがなされる。 SB 1189には棟通りに柱が検出されなかったが、重複によって完全に失わ

れていることも考えられるので、西の SB 1203と同様の総柱建物である可能性はある。この建物の西に木

道らしいものがあるが詳細は不明である。

創建時に櫓状建物の構築予定地に L字形の SX1192、逆L字形となる SX 1206が掘られ、整地震がこの

溝内に落ち込んでいるが、 A期の古い段階では埋まり切らずに凹んでいたと思われる。

角材列の北に SDl145溝が設けられる。この時期、深さは約 1mである O

外郭線B期になると、外郭北内はA期柱を抜き取り、ほぼ同じ位置に建て替えを行う。 A期角材列のすぐ

内側に接して建て替えを行う。櫓状建物は角材列をまたぐ形に変わり、桁行は 3賠となり最大規模になるo

l回建て替えがある。

外郭線C惑には、外郭北門はB期柱を切り取り、その柱根を残して南に幾分{立置をずらして建て替える。

角材列も BW3のそれの内側 るが、 B期角材の多くは抜き上げて根元の!認定に使用する。櫓状建物

は角材列をまたぐ形であることは変わらないが、規模が縮小される。 1毘建て替えを行う。

角材列の内側に、ち期角材戸jの転用材を用いた SXl180木道が新たに設けられる。この時期に十和田 a

火山灰が降下する。角材列の北にある溝SD 1145は土が堆積して浅くなり、火山灰降下時には周回の地表

よりも 30cmほど帯状に凹んだ状態となっている。このことによる溝の排水機能の低下や、周辺河川の流路

の変化にもとづく水位の上昇が木道を設けた背景として推定される。

外郭線D期には、外郭北門はC期柱を抜き取り、ほぼi可じ位寵かごく少し南に建て替える。 C期角材の多

くを抜き取り、ほぼ同じ位置かすぐ内側に角材列を建てる。抜き取った材木を使用して布掘り内の!制定材に

使用する。この時期の材木はスギのほか、クリ、キハダなどの広葉樹も多く用いるようになる O

櫓状建物は角材列をまたぐ形で、規模は最小となる。溝はこの時期になると大半が埋まりごくわずかに由

みが見える程度であろう。角材列の南の木道は、 C期のものを引き続き使用している。そのほか、東側の櫓

状建物SB 1188Dと外郭北内を結ぶSX1190 本道が設けられる。これも角材列からの転用材を使用してい

-62 
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ブ一一叫

このように、円の周辺では門を中心として左右対称に設計、造営がなされていたことが明らかである(第

45図)。

1 外郭南門と外楠南門との間の低地には、古代において南北最大幅約 200mの河川敷が存在し、その中に幅 9m

の蛇行する流路がある O 二つの門を結ぶ線上に太さ 45"'50cmの橋脚を用いた橋が架けられ、その長さは 17m、

i福3.3mと推定される。路面や側溝は検出されなかった。河川と溝の幅の違い、政庁の南と北の違いはあるが、

外郭北内と外柵北門との間にはこのような橋は設けられていなかったことになるO

2 第 107次調査で外郭北門の東方にある SX1180木道をお期以降としたが、 SX 1202と同様にB期角材列を転

用した CeD期の遺構と考えた方が自然であるので訂正するO

εa uム主
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平成9年 10月4日

第 110"-'112次調査について

つふ

外橋南門、政庁跡や、発掘調査の現場において、朝白カノレチャーセンタ-"横浜、六郷町立六郷IJ¥学校、

手県矢巾町郷土史講座、園撃院大学大学院古代史研究会などの遺跡見学会に対い払田制!日跡、の説明を行った。

3 

第 1回 平成百年 8月6日

第 2回 平成 10年 3月25 26日

a
A凶

45回 平成9年 9月24自

第 46田 平成 10年 2月26日

5 報告@講演

児玉準「なぞの域柵-払田柵跡」 古代東北の城柵と蝦夷-調査の現場から一 平成9年 4月9日

場所:朝日カルチャーセンタ-"横浜

児玉準「史跡払田柵跡についてj 県立六郷高校ふれあい体験学習 平成9年 7月 14日

場所:県立六郷高校

「払田柵跡調査の現状JU第 25回古代史サマーセミナー資料J 平成 9年 7月24B 

場所:秋田温泉さとみ

「払出者llt跡JU蝦夷窃律令国家号日本海 シンポジウム宜 e 資料集 』 日本考古学協会 1997

度秋田大会平成9年 10月 10日 場所:秋田市文化会館

「秋田 e払宙楠跡JU木簡研究J 第 19号 木 簡 学 会 1997年 11月

児玉準「払白柵跡平成9年度調査の概要 Ju第 24恒i古代域柵官街遺跡検討会資料J

平成 10年 2月 14 15日 場所:盛岡市都南文化会館

「払田柵跡(第 110"-'112次調変火田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料』

平成 10年 3月 14" 15日 場所:能代市文化会館

5 資料の貸し出し

大阪府立近つ飛鳥博物館平成9年度秋季特別展 UIあつれき」と f交流J-古代律令国家とみちのくの

文化…J 平成9年9月初日'"'"'11月24B 

ι三
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写
真
は
原
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し
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原
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で
あ
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が
、
八
ヒ
号
木
簡
は
縮
尺
二
分
の

詳
細
な
数
値
に
つ
い
て
は
釈
文
下
段
を
参
照
さ
れ
た
い
。

釈
文
上
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の
数
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は
、
払
田
柵
跡
調
査
事
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の
木
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登
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番
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釈
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木
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下
端
欠
損
。
左
側
面
原
状
。
右
側
而
は
、
一
次
的
に
木
製
品
に
利
用
し
た
際
の
調
整
加
工
が
認
め
ら
れ
る
。
裏
出
に
は
墨
痕
な
し
。

文
書
木
簡
で
、
六
月
廿
九
日
の
書
き
出
し
を
も
ち
、
鮭
な
ど
の
物
品
の
勘
検
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

八
四

口
阻

(
N
C

、ベ
)
X
(

一
{
N
)
v
λ
一

日

ω

用
途
不
明
の
木
製
品
に
加
工
さ
れ
、
本
来
の
木
簡
而
が
部
分
的
に
失
わ
れ
て
い
る
。

-4 

U 

)!jlj 

屑
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八
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ノ皿、

ブL

S
D
 
一
四
五

「
レ
レ
円
「
」

…
『
寸
2
4

日
!

所

主三主三

百円

阿10
7J 

口

h
l
l
l
u

(
日
(
)
N
)

×

X 
[:--) 

両
側
面
お
よ
び
下
端
が
欠
損
。
裏
面
の
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
お
り
、
判
読
で
き
な
い
。

本
木
簡
は
、

O
O所
か
ら
発
し
た
請
求
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
の
両
側
面
が
欠
け
て
お
り
、
の
差
出
部
分
は
、
字
画
の
左
半
分
を
失
な
っ
て
い
る
が
、
共
伴
し
た

建
築
部
材
の
墨
書
M

「
東
北
万
八
」
お
よ
び
後
述
す
「
北
預
」
@
「
北
門
」
の
そ
れ
ぞ
れ
「
北
」
の
字
体
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
「
北
門
口
い
と
み
て
間
違
い
な

い
と
判
断
さ
れ
る
。

な
お
、
人
名
と
思
わ
れ
る
「
何
刀
」
は
、
秋
田
城
跡
漆
紙
文
書
第
一

一1'--¥

口阿
乃一

身
× 

大
口
松
得
世
「
A
H
巳』

@
円
1
1
1
1
1〕

しー

の
例
が
確
認
で
き
る
。

(
ω
N
斗
)
×
(
一
正
一
)
×
日

6 

下
端
お
よ
び
右
側
面
は
原
状
を
と
ど
め
て
い
る
。
上
端
の
片
面
(
仮
の
裏
面
)
か
ら
刃
物
を
入
れ
、
折
っ
て
い
る
。

本
木
簡
は
文
書
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

口上
端
は
両
面
か
ら
刃
物
を
入
れ
折
っ
て
い
る
。
下
端
は
原
状
を
と
ど
め
て
い
る
。

本
木
簡
は
、
ほ
と
ん
ど
の
墨
痕
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
文
書
木
簡
か
と
思
わ
れ
る
。

口

口

上
端
@
下
端
と
も
斜
め
に
切
断
さ
れ
て
い
る
。

(
日
仏
日
)
×

N
U
×

日

(
G
C
)
×
(
日
(
)
)
×

ω
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墨
書
土
器

O
「
一
少
隊
御
前
下
」

「
少
隊
」
に
つ
い
て
は
、
払
回
柵
跡
の
一
九
一

出
土
し
た
木
簡
に
「
少
隊
長
」
が
み
え
る
。

〔
事
力

申
進
口
口
口
口
」

。
年
の
「
ホ
イ
ド
ス
ズ
」
井
戸
脇
よ
り

「
飽
海
郡
隊
長
解

一「

月

N
G
ム×
N
C

×
斗

日
少
隊
長
春
日
口
継
」

隊
長
は
軍
防
令
軍
団
大
毅
条
に
規
定
の
あ
る
隊
正
(
五
ト
長
)
の
こ
と
で
あ
る
。
た

だ
し
、
少
隊
長
の
用
例
は
史
料
上
に
み
あ
た
ら
な
い
。

般 o0 
的---， ---， 
lこ北北北
長預預門
官L_ L_ L_  

の は

グ
ド
し
口
汁
J

白目、

J
J円

γ
予
L
H

の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
預
は
、

に
あ
る
職
H

で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
中
務
省
の
侍
従
所
の
場
合
、
別

山
れ
た
。
ま
た
、
預
は
、
部
門
担
当
者
と
い
う
場

当
に
相
当
す
る
所
監
の
下
に
預
が

「
北
預
」
は
お
そ
ら
く
は
北
門
造
営
に
あ
た
り
、
そ
の

れ
た
職
ま
た
は
北
門
造
営
担
当
者
と
い
う
意
の
い
ず
れ
か
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
八
六
号
木
簡
「
北
門
所
」
、
墨
書
土
器
「
北
門
」
「
北
預
」
お
よ
び
建

築
部
材
墨
書
「
東
北
方
八
」
の
「
北
」
の
字
体
は
、
原
秀
三
郎
氏
の
論
考
「
倉
札
・
札

家
考
い
中
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
兵
庫
県
高
砂
市
曽
根
町
塩
田
遺
跡
出
土
の

合
も
あ
る
。

の
下
に
お
か2言

「
札
家
」
の
「
札
」
と
酷
似
し
て
い
る
。
原
氏
に
よ
れ
ば
、
ミ
ヤ
ケ
や
荘
園
の
管
理
や

経
営
に
お
い
て
、
倉
札
あ
る
い
は
倉
案
と
呼
ば
れ
る
木
簡
が
記
録
と
し
て
保
管
さ
れ
る

場
所
と
し
て
の
家
屋
が

に
み
ら
れ
る
「
札
家
」
と
呼
ば
れ
た
司
能
性
が
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
今
回
の
払
田
柵
跡
の
一
連
の
「
北
」
の
字
体
は
、
本
文
中

の
挿
凶
に
示
し
た
李
柏
文
書
(
四
世
紀
前
半
)
に
類
例
が
あ
る
。
こ
の
李
柏
文
書
は

義
之
が
活
躍
し
た
南
北
朝
の
時
期
に
肉
筆
の
行
書
と
し
て
我
が

上
で
、
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

の
吉
代
の

み
る

李
柏
文
書
お
よ
び
今
回
の
払
田
柵
跡
の
一
連
の
資
料
に
み
唄
え
る
「
北
」
の
字
体
は
塩

回
遺
跡
の

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

「
札
家
」
で
は
な
く
、

器
「
北
家
」

「
北
家
」
の
類
例
は
、
新
潟
県
和
島
村
八
幡
林
遺
跡
出
土
の

「
南
家
」
な
ど
を
は
じ
め
、
数
多
く
存
在
す
る
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ

を
示
し
て
い
る
。

る
本
調
査
は
、
払
出
柵
外
郭
北
門
西
北
部
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
木
簡
出
土
遺
溝
は

櫓
状
建
物
の
造
営
に
伴
な
う
溝
お
よ
び
材
木
塀
北
側
の
溝
で
あ
る
。
北
門
地
区
の
調
査

に
お
い
て
、
第
八
六
号
木
簡
に
「
北
門
所
」
、
に
「
北
預
」
と
記
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
こ
と
は
払
出
柵
跡
外
郭
北
門
が
、
当
時
も
「
北
門
」
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
裏
づ
け
る
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
も
、
北
門
造
営
に
あ
た
り
、
お
そ
ら
く

H

造
北
門
所
H

が
設
置
さ
れ
、

H

預
H

職
が
そ
の
任
務
を
担
当
し
た
こ
と
が
判
明
し
た

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
調
査
区
か
ち
り
出
土
し
た
一
連
の
木
簡
が
北
円
造
営
と
関
わ
る
性
格
を
も
っ

も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
本
調
査
の
す
ぐ
東
側
で
昨
年
出
土
し
た
四
八
点
の
木
簡
に
つ

。。

い
て
も
、
北
内
造
営
と
の
関
わ
り
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

木
簡
の
検
討
に
あ
た
り
、
熊
田
亮
介
氏
(
秋
田
大
学
)
、

二
上
喜
孝
氏
(
東
京
大
学

院
生
)
に
御
助
力
い
た
だ
い
た
。

(5) (4) (3) (2) (1) 

秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
「
秋
田
城
出
土
文
字
資
料
集
E
』

一
九
九
二
年
。

平
川
南
「
払
田
柵
跡
」
(
木
簡
学
会
編
「
臼
本
古
代
木
簡
選
』

九
九

O
年)。

の
成
立
と
展
開
」
(
「
史
窓
」

六
日
ヴ

一
寸
し
い
¥
1
¥
ド
r
J
o

一
J

ノ
一
ノ

j
zよ
¥

菊
池
京
子
「

原
秀
三
郎
「
倉
札
@
札
家
考
」
(
「
木
簡
研
究
』

一
九
八
六
年
)
。

和
島
村
教
育
委
員
会
「
和
島
村
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

第
3
集

J¥ 
r[J番
林
i恩

跡
~ 

一
九
九
四
年
。
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